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24日　　　運営委員会（県農協会館）
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青森県農協青年部協議会　委員長　浪岡　篤志

  

　

青
森
県
農
協
青
年
部
協
議
会
（
以
下
、

県
青
協
）
で
は
、
３
年
前
よ
り
全
青
協
の

指
導
の
も
と
、
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
の
作
成

を
始
め
ま
し
た
。
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
と
は
、

盟
友
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
出
し
合
い
、
自

ら
の
行
動
目
標
を
決
め
、
Ｊ
Ａ
や
関
係
団

体
に
協
力
を
お
願
い
し
、
国
、
県
、
市
町

村
に
要
望
し
、
行
動
す
る
政
策
提
言
・
行

動
方
針
集
で
す
。
昨
年
度
の
青
森
県
Ｊ
Ａ

青
年
大
会
で
は
、
加
盟
９
Ｊ
Ａ
の
単
位
組

織
版
の
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
の
発
表
会
を
し
、

多
く
の
盟
友
に
課
題
の
共
有
を
図
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
今
年
度
の
同
大
会
で
は
、

ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ
ク
の
活
用
に
つ
い
て
、
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。

　

盟
友
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
解
決
の
た
め
、

す
で
に
活
用
さ
れ
て
い
る
実
績
と
新
た
な

課
題
、
単
組
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と
が

で
き
ず
行
き
詰
っ
て
い
る
課
題
、
行
政
、

関
係
機
関
へ
の
対
応
な
ど
議
論
を
深
め
ま

し
た
。
他
の
組
織
の
活
動
例
を
聞
く
こ
と

に
よ
り
、
自
ら
の
活
動
、
実
行
に
つ
な
が

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
ポ
リ
シ
ー
ブ
ッ

ク
は
、
Ｐ
ｌ
ａ
ｎ
（
議
論
を
深
め
、
課
題

の
共
有
）、
Ｄ
ｏ
（
計
画
、
実
行
）、
Ｃ
ｈ

ｅ
ｅ
ｋ
（
確
認
）、
Ａ
ｃ
ｔ
（
活
動
の
見

直
し
）
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
ポ
リ

シ
ー
ブ
ッ
ク
作
成
か
ら
３
年
が
経
ち
ま
し

た
。
県
青
協
と
し
て
も
、
今
年
度
は
鳥
獣

害
対
策
と
し
て
、
猟
友
会
と
の
勉
強
会
を

し
、
罠
や
狩
猟
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。

来
年
度
は
、
人
材
不
足
対
策
と
し
て
、
社

会
保
険
労
務
士
と
の
勉
強
会
を
し
、
労
働

災
害
保
険
、
雇
用
保
険
、
就
労
規
則
な
ど
、

農
業
で
の
人
材
の
受
け
入
れ
側
の
勉
強
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
課
題
を
県
青

協
だ
け
で
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

課
題
を
解
決
す
る
糸
口
を
、
勉
強
会
な
ど

で
作
っ
て
い
く
の
が
務
め
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、「
最
近
の
青
年
部
は
静
か
す
ぎ

る
」
と
の
指
摘
も
多
数
あ
り
ま
す
。
問
題

意
識
が
少
な
い
の
で
は
な
く
、
発
信
力
が

少
な
い
と
感
じ
ま
す
。
交
流
会
な
ど
で
会

話
を
し
て
い
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
営
農
に

対
す
る
問
題
意
識
は
、
多
く
の
盟
友
が

持
っ
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
し
か
し
、
発

言
が
少
な
い
。
県
青
協
と
し
て
も
、
そ
の

発
信
力
・
発
言
力
を
ど
の
よ
う
に
引
き
出

す
か
が
、
来
年
度
の
課
題
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。
今
年
度
も
、
７
月
に
は
「
Ｊ
Ａ
４

連
常
勤
役
員
と
の
意
見
交
換
会
」
を
県
青

協
、
女
性
協
と
の
合
同
で
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
委
員
長
、
副
委
員
長
で
は
県
選
出

の
国
会
議
員
へ
の
陳
情
や
意
見
交
換
を
複

数
回
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
盟
友
同

士
の
つ
な
が
り
と
し
て
、
北
三
県
合
同
研

修
会
で
は
、
青
森
、
岩
手
、
秋
田
の
盟
友

が
十
和
田
市
、
三
沢
市
、
八
戸
市
で
の
視

察
や
交
流
を
し
、
ブ
ロ
ッ
ク
統
一
行
動
、

ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
、東
北
・
北
海
道
ブ
ロ
ッ

ク
の
盟
友
と
の
交
流
、
意
見
交
換
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し
て
２
月
に
は
、

全
国
青
年
大
会
が
東
京
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
そ
こ
で
は
、
多
く
の
盟
友
が
上
京
す

る
機
会
に
、
県
選
出
国
会
議
員
と
の
意
見

交
換
会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
同
世
代
の

盟
友
と
の
会
話
で
刺
激
を
受
け
、
普
段
な

か
な
か
意
見
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
な
い

方
々
に
、
自
ら
の
意
見
を
伝
え
る
。
少
し

で
も
、
多
く
の
出
会
い
か
ら
、
発
信
力
・

発
言
力
に
つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
青
協
と
し
て
も
、
多

く
盟
友
が
発
言
で
き
る
場
を
作
る
こ
と
が

務
め
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
ま
す
ま

す
厳
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
Ｔ
Ｐ
Ｐ

11
、
Ｅ
Ｐ
Ａ
、
日
米
貿
易
協
定
に
よ
る
農

産
物
価
格
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
人
材
不

足
で
は
、
担
い
手
不
足
、
後
継
者
不
足
、

さ
ら
に
労
働
者
不
足
（
長
期
雇
用
、
短
期

雇
用
）
ま
た
異
常
気
象
に
よ
る
自
然
災
害

の
多
発
な
ど
、
課
題
が
山
積
し
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
度
開
催
し
た
Ｊ
Ａ

青
森
県
大
会
で
、「
10
年
先
も
元
気
な
農

業
」
が
決
議
さ
れ
ま
し
た
。
10
年
後
、
農

業
の
中
心
に
い
る
の
は
我
々
青
年
部
盟
友

で
す
。

10
年
後
、
元
気
で
笑
顔
で
活
力
に
満
ち

溢
れ
た
農
業
に
す
る
た
め
に
も
、発
信
力
・

発
言
力
を
高
め
、
多
く
の
課
題
を
解
決
に

導
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
県
青
協
一
丸

と
な
っ
て
努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
皆
様
に
は
、
今
後
と

も
青
年
部
活
動
に
ご
指
導
、
ご
協
力
い
た

だ
き
た
く
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

me s s a g e
メ ッ セ ー ジ

10年先も元気な農業に向けて
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Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
で
は
、
Ｊ
Ａ
青
森

中
央
会
と
と
も
に
県
内
全
Ｊ
Ａ
に
お
い
て

Ｇ
Ａ
Ｐ
実
践
を
進
め
る
た
め
、
令
和
元
年

度
か
ら
Ｇ
Ｈ
農
場
評
価
制
度
を
活
用
し
た

取
り
組
み
を
始
め
た
。

　

Ｇ
Ｈ
農
場
評
価
制
度
は
、
日
本
Ｇ
Ａ
Ｐ

規
範
に
基
づ
く
持
続
的
な
農
業
経
営
と
産

地
育
成
の
た
め
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
教
育
シ
ス
テ
ム
。

「
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
す
る
」
具
体
的
な
取
り
組
み

と
し
て
有
効
で
、
実
需
者
か
ら
Ｇ
Ａ
Ｐ
認

証
取
得
の
要
請
を
受
け
た
際
に
円
滑
に
認

証
取
得
に
動
け
る
よ
う
に
、
Ｊ
Ａ
に
評
価

員
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
た
。

　

Ⅰ
．
評
価
員
30
名
達
成
へ

　

元
年
度
は
「
Ｇ
Ｈ
農
場
評
価
員
養
成
研

修
会
」
を
２
回
実
施
し
、
県
内
Ｊ
Ａ
担
当

者
ら
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
は
、
５
日
間
の
日
程
で
開
催
し
、

１
日
目
は
Ｇ
Ａ
Ｐ
概
論
や
農
場
管
理
に
つ

い
て
の
講
義
。
２
日
目
か
ら
４
日
目
は
、

午
前
中
は
現
地
で
の
農
場
評
価
実
習
、
午

後
は
実
習
の
解
説
や
評
価
判
定
会
議
。
５

日
目
は
Ｇ
Ｈ
評
価
員
試
験
（
筆
記
・
実
技

試
験
）
を
行
い
合
否
が
判
定
さ
れ
る
。

　

１
回
目
は
、
青
森
市
の
Ｊ
Ａ
青
森
ピ
ー

マ
ン
部
会
長
玉
熊
守
悦
さ
ん
ら
の
ほ
場
で

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
に
基
づ
き
、
栽
培
管
理

や
農
薬
の
保
管
状
況
、
出
荷
に
伴
う
衛
生

管
理
等
に
つ
い
て
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
し
、
評
価

付
け
の
実
習
を
し
た
。

　

ま
た
、
２
回
目
は
、
黒
石
市
の
Ｊ
Ａ
津

軽
み
ら
い
桃
部
会
長
倉
内
信
一
さ
ん
ら
の

ほ
場
で
実
習
を
行
っ
た
。

　

全
農
あ
お
も
り
生
産
振
興
部
の
川
村
浩

史
次
長
は
「
自
主
的
な
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
実
践
に

よ
る
Ｊ
Ａ
生
産
部
会
の
食
品
安
全
・
環
境

保
全
・
労
働
安
全
等
の
リ
ス
ク
排
除
と
情

勢
変
化
等
で
第
三
者
認
証
取
得
を
求
め
ら

れ
た
際
に
対
応
で
き
る
体
制
づ
く
り
を
推

進
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

元
年
度
は
２
回
の
研
修
会
で
27
名
の
評

価
員
が
育
成
さ
れ
、
昨
年
度
の
３
名
と
合

わ
せ
る
と
、
目
標
の
30
名
達
成
と
な
っ
た
。

Ⅱ
．
評
価
員
と
し
て
実
践

　

８
月
26
日
か
ら
28
日
、
９
月
９
日
か
ら

12
日
ま
で
の
７
日
間
、
評
価
員
試
験
合
格

者
を
対
象
と
し
た
実
践
研
修
会
を
開
い
た
。

各
Ｊ
Ａ
管
内
生
産
者
の
ほ
場
で
、
Ｇ
Ｈ
評

価
を
実
践
し
た
。

　

評
価
員
か
ら
の
所
感
と
し
て
、「
ま
ず

は
Ｇ
Ｈ
評
価
を
や
り
切
っ
た
」「
時
間
は

か
か
る
も
の
の
、
生
産
者
の
危
害
要
因
が

客
観
的
に
理
解
で
き
良
か
っ
た
」
な
ど
、

Ｇ
Ｈ
評
価
を
す
る
こ
と
の
苦
労
と
充
実
感

の
入
り
混
じ
っ
た
声
が
あ
っ
た
。

特 集

『ＧＡＰ』普及に向けて普及に向け
～ＧＨ農場評価の
　　　　　　　取り組み～

ＪＡ全農あおもり

生産者にヒヤリングし評価付けの実習をする参加者評価やリスクについて協議する参加者

ＪＡ青森　ヒヤリングの様子
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Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
り
組
み
を
身
近
に
感
じ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
Ｇ
Ｈ
農
場
評
価
制
度

は
良
い
手
法
で
あ
る
が
「
ほ
と
ん
ど
は
生

産
者
か
ら
の
聞
き
取
り
に
な
る
の
で
、
聞

き
逃
し
の
な
い
よ
う
的
確
に
」「
評
価
す

る
と
き
は
、
現
場
に
合
わ
せ
生
産
者
の
負

担
を
少
な
く
す
る
工
夫
が
必
要
」
な
ど
の

課
題
も
あ
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
に
お
け
る
評
価
員
の
役
割
と
し
て
、

Ｇ
Ｈ
評
価
の
結
果
か
ら
危
害
要
因
や
改
善

が
望
ま
れ
る
箇
所
を
確
認
し
生
産
者
へ
評

価
内
容
を
伝
え
る
な
ど
、
今
後
の
改
善
提

案
に
向
け
た
第
一
歩
と
な
っ
た
。

Ⅲ
．
初
年
度
の
ま
と
め

　

12
月
16
日
、
青
森
市
の
県
農
協
会
館

で
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
担
当
者
会
議
」
を
開
き
、
各

Ｊ
Ａ
評
価
員
ら
が
出
席
。

　

元
年
度
の
Ｇ
Ｈ
農
場
評
価
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
評
価
員
か
ら
実
践
概
要
や
所

感
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ

た
。

　

要
改
善
事
項
と
し
て
多
く
の
農
場
で
指

摘
し
た
の
は
、「
農
薬
や
燃
料
の
保
管
方

法
」
と
「
ゴ
ミ
の
保
管
と
廃
棄
方
法
」
の

２
点
で
あ
っ
た
。

　

評
価
員
か
ら
は
、「
点
数
化
さ
れ
る
の

で
農
場
の
課
題
を
わ
か
り
や
す
く
把
握
で

き
た
」「
評
価
の
時
間
配
分
や
聞
き
漏
れ

へ
の
対
応
を
含
め
定
期
的
な
Ｇ
Ｈ
評
価
の

実
践
が
必
要
」「
Ｇ
Ａ
Ｐ
を
す
る
体
制
の

確
保
や
、
生
産
者
へ
の
農
場
評
価
を
行
う

メ
リ
ッ
ト
の
説
明
が
現
状
で
は
難
し
い
」

と
の
声
も
聞
か
れ
た
。

　

会
議
で
は
「
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
信
頼
で
き
る

産
地
づ
く
り
を
す
る
た
め
の
手
法
で
あ
り
、

将
来
的
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
が
必
要
と
な
っ
た

時
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
少
し
ず
つ
で
も
準

備
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
」「
指
導
体
制

を
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
の
意
見
も

出
さ
れ
た
。

　

来
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
評
価
員
が

中
心
と
な
り
各
Ｊ
Ａ
で
生
産
者
部
会
へ
の

Ｇ
Ｈ
評
価
の
紹
介
や
提
案
を
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。

特 集

ＪＡ八戸　ヒヤリングの様子 ＪＡ十和田おいらせ　評価検討の様子

ＧＡＰをするなら農場診断！

①

③

④
⑤

②
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兵
庫
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会

（

兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ）

　

兵
庫
県
協
同
組
合
連
絡
協
議
会
（
以
下
略

称
：
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
）
は
１
９
８
４
年
に
設
立

さ
れ
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
５
団
体
（
県
中
央
会
・

全
農
県
本
部
・
全
共
連
県
本
部
・
県
信
連
・

県
厚
生
連
）、
生
協
グ
ル
ー
プ
２
団
体
（
県

生
協
連
・
コ
ー
プ
こ
う
べ
）、
漁
協
グ
ル
ー

プ
３
団
体
（
県
漁
連
・
な
ぎ
さ
信
用
漁
連
・

漁
業
共
済
組
合
）、
県
森
組
連
の
11
団
体
か

ら
な
る
協
同
組
合
間
の
連
携
を
促
進
・
支
援

す
る
組
織
で
す
。

　

兵
庫
県
の
協
同
組
合
は
賀
川
豊
彦
の
思
想

を
共
有
し
、
ま
た
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
を
中
心
と
し

た
日
常
的
な
連
携
に
よ
っ
て
、
強
い
結
び
つ

き
を
持
っ
て
い
ま
す
。
規
約
に
も
あ
る
と
お

り
、
年
１
回
会
員
各
団
体
の
ト
ッ
プ
が
集

ま
っ
て
「
協
同
組
合
代
表
者
懇
談
会
（
Ｊ
Ｃ

Ｃ
委
員
会
）」
が
開
催
さ
れ
、
役
員
の
互
選
、

活
動
報
告
や
決
算
お
よ
び
次
年
度
計
画
・
予

算
を
協
議
し
ま
す
。
他
に
年
４
回
開
催
さ
れ

る
４
団
体
の
専
務
理
事
・
コ
ー
プ
こ
う
べ
の

常
勤
理
事
で
構
成
さ
れ
る
「
幹
事
会
」、
２

か
月
に
１
度
の
頻
度
で
開
催
さ
れ
る
４
団

体
・
コ
ー
プ
こ
う
べ
の
事
務
局
で
構
成
さ
れ

る
「
事
務
局
会
議
」
な
ど
で
、
日
常
的
な
活

動
の
打
合
せ
・
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
・
役
割
分

担
な
ど
を
決
定
し
て
い
ま
す
。

　

兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
は
機
関
誌
と
し
て
、
兵
庫
Ｊ

Ｃ
Ｃ
や
各
団
体
の
活
動
な
ど
を
紹
介
す
る

「
ひ
ょ
う
ご
Ｊ
Ｃ
Ｃ
」
を
年
２
回
発
行
し
て

い
ま
す
。
ま
た
年
間
の
行
事
と
し
て
「
国
際

協
同
組
合
デ
ー
・
兵
庫
県
記
念
大
会
」
を
開

これからも
協同組合
兵庫ＪＣＣの人づくりの

取り組みについて

第23回

著者プロフィール
1985年　全国農業協同組合連合会入会　園芸

農産事業に従事
2006年　ＪＡ全農青果センター株式会社に出

向
2018年　一般社団法人　日本協同組合連携機

構に出向
現在に至る

一般社団法人 日本協同組合連携機構（JCA）
協同組合連携部　主任研究員

佐　藤　憲　司

コープこうべ「協同学苑」正面入り口

第３回カレッジ　兵庫生協連松岡専務あいさつ
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これからも協同組合

催
し
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
は
「
ひ
ょ
う
ご

ま
る
ご
と
健
康
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
「
森
づ
く
り
・
海
づ
く
り
」

「
直
売
所
」「
移
動
店
舗
」「
協
同
組
合
研
究
・

交
流
会
」
な
ど
、
様
々
な
形
で
協
同
組
合
が

連
携
し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

虹
の
仲
間
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ

兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
の
取
り
組
み
の
中
で
、
全
国

的
な
協
同
組
合
間
連
携
事
例
の
中
で
も
、
特

筆
す
べ
き
イ
ベ
ン
ト
が
「
虹
の
仲
間
づ
く

り
カ
レ
ッ
ジ
（
以
下
：
カ
レ
ッ
ジ
）」
で
す
。

こ
れ
は
２
０
１
３
年
よ
り
取
り
組
ん
だ
「
兵

庫
に
お
け
る
ポ
ス
ト
協
同
組
合
年
を
考
え
る

集
い
」
か
ら
発
展
し
ま
し
た
。「
次
世
代
を

担
う
協
同
組
合
の
職
員
同
士
が
顔
の
見
え
る

関
係
を
つ
く
り
、
暮
ら
し
・
地
域
・
社
会
の

中
で
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
と
も
に
考

え
る
」
場
と
し
て
、
２
０
１
５
年
よ
り
県
内

各
協
同
組
合
に
参
加
を
呼
び
掛
け
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、各
協
同
組
合
の
中
堅
・

若
手
職
員
を
対
象
と
し
た
、
年
３
回
連
続
し

た
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
こ
こ
が
こ
の
カ

レ
ッ
ジ
の
最
も
特
徴
的
な
と
こ
ろ
で
、
他
の

都
道
府
県
の
協
同
組
合
連
携
組
織
の
イ
ベ
ン

ト
で
研
修
会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
は
数
多

く
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
殆
ど
が
単

日
開
催
で
、
一
定
期
間
に
３
回
同
じ
メ
ン

バ
ー
で
行
わ
れ
る
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ほ

か
に
類
を
見
ま
せ
ん
。
こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
職
員
間
の
交
流
を
通
じ
て
、「
協
同

組
合
間
連
携
」
を
実
現
す
る
こ
と
を
テ
ー
マ

に
、
兵
庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
と
コ
ー
プ
こ
う
べ
が
共
催

で
行
っ
て
い
ま
す
。
１
年
間
を
通
じ
た
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
宿
泊
を
伴
う
日
程
を

組
み
込
む
こ
と
で
濃
密
な
議
論
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
参
加
者
間
の
顔

の
見
え
る
関
係
性
が
構
築
さ
れ
る
こ
と
が
、

こ
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

第
１
回
目
の
研
修
で
は
、
参
加
者
全
員
が

「
所
属
す
る
協
同
組
合
の
設
立
背
景
と
概
要
」

を
全
体
に
向
け
て
発
表
し
ま
す
。
こ
う
し
て

お
互
い
の
協
同
組
合
に
対
す
る
相
互
理
解
を

深
め
た
後
、
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
地
域
課
題

の
解
決
を
巡
る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
を
行
い
ま
す
。
第
１
回
目
終
了
後
、
各
グ

ル
ー
プ
は
そ
れ
ぞ
れ
地
域
課
題
を
調
査
し
、

課
題
解
決
の
た
め
の
企
画
を
立
案
し
、
第
２

回
目
に
そ
れ
ぞ
れ
企
画
を
グ
ル
ー
プ
内
で
共

有
し
検
討
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
第
３
回
目

の
ま
で
の
間
に
各
グ
ル
ー
プ
は
、
立
案
し
た

企
画
を
自
主
的
に
実
践
し
て
そ
の
内
容
を
第

３
回
目
で
発
表
す
る
と
い
う
形
式
を
と
っ
て

い
ま
す
。
実
際
、
発
表
に
際
し
て
は
、
さ
ら

に
各
グ
ル
ー
プ
で
日
程
を
調
整
し
、
取
材
や

実
地
調
査
な
ど
を
行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
実
践
発
表
は
次
年
度
の
第
１
回

目
の
研
修
で
も
行
わ
れ
、
前
年
度
の
カ
レ
ッ

ジ
の
内
容
が
次
年
度
の
参
加
者
に
引
き
継
が

れ
ま
す
。
開
催
年
度
単
位
で
独
立
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
年
度
を
ま
た
い
だ
連
続
性
を

持
た
せ
て
い
る
こ
と
も
、
こ
の
研
修
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
ユ
ニ
ー
ク
な
点
で
す
。
ま
た
、
各
協

同
組
合
の
職
員
は
業
務
を
離
れ
て
、
地
域
や

暮
ら
し
に
対
す
る
取
り
組
み
に
自
ら
参
加
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
が

醸
成
さ
れ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。

２
０
１
９
年
度

第
３
回
カ
レ
ッ
ジ
に
参
加
し
て

　

２
０
１
９
年
度
の
カ
レ
ッ
ジ
は
、
第
１
回

が
２
０
１
９
年
７
月
11
日
・
12
日
、
兵
庫
県

三
木
市
の
「
コ
ー
プ
こ
う
べ
協
同
学
苑
」
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
・
生
協
・
漁
協
・
森

林
組
合
の
各
団
体
か
ら
22
名
が
集
ま
り
、
４

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て「
生
産
」「
環
境
」「
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
の
抱
え
る
課
題
を
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
17
の
目
標
に
あ
て
は
め
て
、「
協

同
組
合
が
連
携
し
、
力
を
合
わ
せ
て
い
か
に

解
決
す
る
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
第
２
回
目
は
２
０
１
９
年
９
月
６

日
に
開
催
さ
れ
、
最
終
回
と
な
る
第
３
回
目

が
、
２
０
２
０
年
２
月
13
日
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

第
３
回
目
の
発
表
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の
グ
ル
ー
プ
も
斬
新
な

実
践
的
な
行
動
プ
ラ
ン
を
作
成
し
発
表
し
ま

し
た
。
各
グ
ル
ー
プ
か
ら
発
表
し
て
、
そ
れ

に
つ
い
て
事
務
局
も
含
め
た
全
員
が
グ
ル
ー

プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
お
互
い
を

評
価
し
合
う
方
法
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
熱
心

な
議
論
を
行
い
、
切
磋
琢
磨
し
合
い
ま
し
た

が
、
や
は
り
お
互
い
が
す
で
に
気
心
の
知
れ

た
顔
見
知
り
で
あ
る
た
め
に
、
非
常
に
和
や

か
な
雰
囲
気
の
中
、
終
了
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｃ
Ａ
で
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通

じ
て
、
各
都
道
府
県
の
協
同
組
合
間
連
携
の

好
事
例
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
兵

庫
Ｊ
Ｃ
Ｃ
・
コ
ー
プ
こ
う
べ
共
催
の
「
虹
の

仲
間
づ
く
り
カ
レ
ッ
ジ
」
を
様
々
な
場
面
で

全
国
に
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

第３回カレッジ　グループワーク風景

第３回カレッジ　グループ発表風景
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FLASH県内ＪＡのニュースを紹介します

冬期水稲栽培講習会（２／18）
　ＪＡ青森中央南支店は、営農経済本部において、冬
期水稲栽培講習会を開催した。支店管内の生産者は、
肥料・農薬の説明のほか、令和２年産の栽培の注意点
などを学んだ。

女性部員　Ｗ金賞受賞（２／５）
　つがる市松の館にて開催された第36回くらしの工
夫展で、当ＪＡ女性部員２名の作品が金賞に輝いた。
くらしの工夫展は農村女性団体等が一堂に会し、く
らしの知恵や生活技術を交換するとともに、自慢の
農産物・加工品等を販売しており、毎年開催されて
いる。

垣根を超えた熱い戦いで交流深める（２／20）
　ＪＡつがる弘前、ＪＡ津軽みらい、ＪＡ相馬村の青年部が
ロマントピアスキー場にて中弘南黒地区農協青年部交流会を
開催し、90名の盟友が参加。ソリのタイムアタック、綱引き、
相撲の３種目の競技を単組で競い合い、普段関わることが出
来ない盟友らは自然と一つにまとまっていた。

農協まつり盛況（２／15）
　ＪＡつがるにしきた鶴翔地区にある鶴田町豊明館で
ふれあい感謝祭（鶴翔地区）が開かれ、約150人が来
場した。鶴田町太鼓の会による五ツ太鼓演奏のオープ
ニングに始まり、女性部の踊りや藤崎三平さんトーク
ショー、美咲綾花さん歌謡ショーが行われ、会場は大
いに賑った。

過剰な剪定を控えて結実確保へ　整枝剪定講習会（２／９）
　ＪＡつがる弘前りんご振興協議会は、河東地区りんご施
設及び施設向かいの園地で整枝剪定講習会を開き、りんご
生産者やＪＡ職員約130人が参加した。近年、労働力不足
や黒星病の発生などから過剰な剪定を行っている園地が見
られるため、結実確保のためにも、樹勢を確認しながら、
過剰な剪定は控えるよう呼びかけた。

Ｊ
Ａ
つ
が
る
弘
前

ＪＡ相馬村

ＪＡ青森

ＪＡごしょつがる

ＪＡつがるにしきた
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FLASH　県内ＪＡのニュースを紹介します

花き部会通常総会開催（２／19）
　ＪＡ八戸花き部会は、八戸市のきざん八戸で第11回Ｊ
Ａ八戸花き部会通常総会および第11回ＪＡ八戸花き共進
会表彰式を行い、県や市町村、生産者など60人が出席し
た。最優秀賞を受賞した千沢正知さん（トルコギキョウ　
セレブクリスタル）のほか12人が水越善一専務から表彰
状と記念品を手渡された。
　その後の総会では、まべち支部の中舘春美さんが議長
を務め、収支決算や次年度計画などの議案全てが満場一
致で承認された。

ＪＡゆうき青森

ＪＡ十和田おいらせ
総代の役割学ぶ　初の総代研修会（２／17）
　ＪＡ十和田おいらせは17日から３日間、ＪＡ管内３カ所
で総代研修会を開き、245人の総代がＪＡの自己改革に向
けた取り組みや、総代の役割を学んだ。研修会ではＪＡの
小林光浩専務が「農家組合員の経済的向上・社会的地位向
上を目指し、ＪＡ自己改革の取り組みのみえる化とスピー
ド感ある確実な実践に取り組んでいる」と強調。
　総代からは「総代の存在理由や役割が理解できた」「総
代はどう代弁していけば良いのか」などの意見が挙がって
いた。

優良生産者９人を表彰（２／12）
　ＪＡ津軽みらい常盤基幹支店管内の常盤ソサイ研究
協議会は、常盤やさい花卉生産者大会を開き、会員や
ＪＡ、市場関係者ら約70人が出席した。大会では表彰
式が行われ、１年を通して農産物や加工品を出荷し、
直売所の売り上げに貢献したとして「ときわかあさん
の店」の石澤節子さんが組合長賞を受賞した。

３つの「ない」で安心して暮らせる地域社会へ（２／７）
　ＪＡゆうき青森は、六ヶ所支店で「認知症サポーター
養成講座」を開き、ＪＡ職員、子会社社員ら併せて30
名が参加し認知症への対応について学んだ。ＪＡでは
昨年１月に六ヶ所村と「高齢者等地域見守りに関する
協定書」を締結。
　講座では寸劇が行われ、参加者らは「認知症の人へ
の対応について、良い例、悪い例を見ることで、より
理解を深めることができた。今後に活かしたい」と話
した。

Ｊ
Ａ
津
軽
み
ら
い

Ｊ
Ａ
お
い
ら
せ

全国家の光大会特別賞佐々木さんを称える
ＪＡおいらせ女性部通常総会（２／20）

　第62回全国家の光大会記事活用の部に出場した女性部三
沢支部の佐々木和枝さんが家の光協会会長特別賞を受賞し
た。
　20日に開かれた女性部通常総会で部員189人に受賞報告
と佐々木さんの体験発表が行われ、喜びを分かち合った。
　女性部員は「発表が素晴らしかった。私たちにとっても
受賞はうれしい」と拍手で佐々木さんを祝福した。

ＪＡ八戸
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農協法５年後見直しを見据えたＪＡ自己改革

実践 自己改革
  

　

平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
た
改

正
農
協
法
で
は
、
附
則
51
条
第
２
項
に
お

い
て
、施
行
後
５
年
（
令
和
３
年
３
月
末
）

を
目
途
と
し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
改
革

の
実
施
状
況
を
勘
案
し
、
農
協
制
度
に
つ

い
て
検
討
し
た
上
で
、
必
要
な
措
置
を
講

じ
る
旨
が
規
定
さ
れ
て
い
て
、
こ
の
条
項

い
わ
ゆ
る
「
農
協
法
５
年
後
条
項
」
と
し

て
、
法
律
の
規
定
に
基
づ
い
て
、
必
要
に

応
じ
て
法
制
度
の
「
見
直
し
」
が
講
じ
ら

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
令
和
元
年
５
月
末
を
も
っ
て
終

了
し
た
「
農
協
改
革
集
中
推
進
期
間
」
の

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
評

価
を
得
ら
れ
た
も
の
の
、
農
協
法
の
附
則

第
51
条
第
３
項
に
基
づ
く
准
組
合
員
の
事

業
利
用
規
制
や
信
用
事
業
代
理
店
化
に
関

し
て
は
結
論
を
得
て
お
ら
ず
、
引
き
続
き

予
断
を
許
さ
な
い
情
勢
と
な
っ
て
い
る
。

【
規
制
改
革
推
進
会
議
の
動
向
】

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
協
法
改
正

の
原
動
力
と
も
な
っ
た
「
規
制
改
革
推
進

会
議
」
が
、
昨
年
10
月
18
日
の
閣
議
決
定

並
び
に
10
月
24
日
の
内
閣
府
政
令
に
よ
り

常
設
の
会
議
体
と
し
て
新
体
制
で
発
足
し

た
。

　

発
足
後
の
会
合
の
中
で
は
、
農
協
改
革

に
つ
い
て
は
、
信
用
事
業
の
健
全
な
持
続

性
確
保
を
重
点
的
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
項

と
し
て
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
信
用
事
業
の

健
全
な
持
続
性
を
確
保
す
る
た
め
、
代
理

店
方
式
の
活
用
の
更
な
る
推
進
等
、
自
己

改
革
の
実
施
状
況
に
つ
い
て
確
認
を
行
う

と
し
た
。

【
農
林
水
産
省
の
動
向
】

　

一
方
、
農
林
水
産
省
は
、
①
農
協
の
自

己
改
革
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
認

定
農
業
者
等
ア
ン
ケ
ー
ト
）、
②
正
・
准

組
合
員
の
事
業
利
用
状
況
調
査
、
③
行
政

庁
と
総
合
農
協
の
対
話
、
④
農
業
関
連
事

業
黒
字
農
協
調
査
、
⑤
准
組
合
員
の
事
業

利
用
規
制
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
、
⑥

生
活
店
舗
等
に
か
か
る
行
政
支
援
状
況
調

査
等
を
実
施
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
の
実
態
把

握
に
努
め
て
い
る
。

　

そ
の
中
で
①
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
お
い
て

は
、
平
成
28
年
度
以
降
毎
年
実
施
さ
れ
て

い
て
、
認
識
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
ど
ん

ど
ん
縮
ま
っ
て
い
る
が
、
ま
だ
ギ
ャ
ッ
プ

解
消
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

【
Ｊ
Ａ
全
中
の
対
応
】

　

こ
う
し
た
中
で
、
Ｊ
Ａ
全
中
は
、「
農

協
法
５
年
後
見
直
し
を
見
据
え
た
Ｊ
Ａ
自

己
改
革
の
取
組
方
針
（
案
）」
を
提
示
し
た
。

　

内
容
は
、
農
業
者
の
本
格
的
な
世
代
交

代
期
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
農
業
生

産
の
担
い
手
へ
の
集
約
が
進
む
な
ど
、
農

業
生
産
構
造
が
大
き
く
変
化
し
て
い
く
背

景
を
踏
ま
え
、
専
業
モ
デ
ル
の
転
換
等
に

よ
り
農
業
者
の
所
得
増
大
や
農
業
生
産
の

拡
大
等
に
取
り
組
む
必
要
性
を
掲
げ
て
い

る
。

　

あ
わ
せ
て
、
農
業
者
の
所
得
増
大
等
の

実
現
の
た
め
に
は
、
消
費
者
の
理
解
に
基

づ
く
消
費
行
動
並
び
に
農
業
政
策
へ
の
賛

同
等
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
と
っ
て
一
番
身
近
な
消
費
者

で
あ
る
准
組
合
員
を
起
点
と
し
て
、農
業
・

Ｊ
Ａ
に
対
す
る
理
解
の
醸
成
を
す
す
め
る

と
と
も
に
、
組
合
員
と
し
て
の
意
思
反
映

や
運
営
参
画
を
実
現
し
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

に
お
け
る
准
組
合
員
の
位
置
づ
け
を
法
制

度
的
に
も
実
質
的
に
も
明
確
に
す
る
こ
と

を
掲
げ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
地
域
の
諸
課
題
を
ふ
ま
え
、

地
域
の
多
様
な
組
織
と
の
連
携
強
化
と
あ

わ
せ
て
、
事
業
・
活
動
を
通
じ
て
組
合
員

の
課
題
の
解
決
を
図
る
こ
と
と
し
、
全
体

と
し
て
、
生
産
者
と
消
費
者
の
協
同
に
よ

り
農
業
を
振
興
す
る
と
と
も
に
、
組
合
員

の
課
題
解
決
を
図
り
、
そ
の
延
長
で
地
域

課
題
の
解
決
に
貢
献
し
て
い
く
こ
と
を
掲

げ
て
い
る
。

【
Ｊ
Ａ
に
よ
る
組
織
協
議
】

　

こ
の
取
組
方
針
（
案
）
に
つ
い
て
、
昨

年
12
月
か
ら
今
年
１
月
に
か
け
て
各
総
合

Ｊ
Ａ
に
組
織
協
議
を
依
頼
し
、
１
月
末
と

り
ま
と
め
Ｊ
Ａ
全
中
に
報
告
し
た
。

　

組
織
協
議
の
報
告
内
容
に
つ
い
て
は
、

Ｊ
Ａ
に
お
け
る
温
度
差
は
あ
る
も
の
の
、

組
合
員
と
の
対
話
（
情
報
共
有
）
や
Ｊ
Ａ

か
ら
の
情
報
発
信
に
つ
い
て
は
、
概
ね
好

感
度
の
反
応
で
あ
り
、
組
合
員
（
正
・
准

問
わ
ず
）
お
よ
び
地
域
住
民
へ
の
ア
ピ
ー

ル
に
つ
い
て
は
積
極
的
な
姿
勢
を
表
現
し

て
い
た
。

　

准
組
合
員
の
参
加
・
参
画
に
つ
い
て
は
、

都
市
部
と
農
村
部
と
の
温
度
感
の
違
い
等

か
ら
消
極
的
な
姿
勢
と
な
っ
て
い
た
。

【
ま
と
め
】

　

Ｊ
Ａ
全
中
で
は
、
各
都
道
府
県
か
ら
の

組
織
協
議
の
意
見
集
約
を
行
い
、
３
月
以

降
、
Ｊ
Ａ
全
中
と
し
て
の
取
組
方
針
を
確

定
さ
せ
て
、
各
都
道
府
県
に
開
示
し
て
い

く
こ
と
と
な
る
。　

　

Ｊ
Ａ
自
己
改
革
は
、
Ｊ
Ａ
自
ら
が
行
動

す
る
不
断
の
活
動
で
あ
り
、
今
後
と
も
組

合
員
と
と
も
に
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
ん

で
、
有
機
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
地

域
か
ら
必
要
と
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
で
あ
り
続
け

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
な
る
。

（
中
央
会　

農
業
対
策
部
）
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青
森
県
Ｊ
Ａ
協
議
会
は
２
月
10
日
、

Ｊ
Ａ
常
勤
役
員
情
報
交
換
会
を
青
森
市
で

開
い
た
。
県
内
各
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
か
ら
常

勤
役
員
ら
約
80
人
が
出
席
。
Ｊ
Ａ
の
自
己

改
革
と
こ
れ
か
ら
の
Ｊ
Ａ
の
在
り
方
に
つ

い
て
学
ん
だ
。

　

広
島
大
学
大
学
院
統
合
生
命
科
学
研
究

科
の
小
林
元
助
教
が
講
師
を
務
め
、
地
銀

の
デ
ジ
タ
ル
バ
ン
ク
化
や
地
域
商
社
化
な

ど
、
金
融
市
場
の
環
境
変
化
に
つ
い
て
説

明
。
Ｊ
Ａ
同
様
、
地
銀
も
「
総
合
事
業

化
」
に
進
ん
で
い
る
と
し
た
上
で
、
今
後

の
Ｊ
Ａ
に
つ
い
て
「
組
合
員
の
主
体
性
を

取
り
戻
し
、
Ｊ
Ａ
の
最
大
の
強
み
で
あ
る

組
織
力
を
ど
う
経
営
に
生
か
す
か
が
鍵
と

な
る
」
と
説
明
。
ま
た
、「
Ｊ
Ａ
の
役
割
は
、

組
合
員
の
課
題
を
聞
き
、
事
業
を
通
じ
て

解
決
す
る
こ
と
。
多
様
化
す
る
組
合
員
の

期
待
に
応
え
る
た
め
の
人
づ
く
り
、
職
場

づ
く
り
が
重
要
と
な
る
」
と
強
調
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
森
中
央
会
は
２
月
12
日
、
営
農

Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
シ
ス
テ
ム
研
修
会
を
開
い
た
。

地
図
情
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ
Ｉ
Ｓ
）
の
概
要

と
活
用
事
例
に
つ
い
て
紹
介
。
県
内
Ｊ
Ａ

の
他
、
関
係
団
体
か
ら
約
30
人
が
出
席
し

た
。

　

㈱
ロ
ー
リ
ス
代
表
取
締
役
の
山
下
剛
史

さ
ん
が
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
を
利
用
し
た
農
業
向
け

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｓ　

Ｃ

Ｌ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
」
の
概
要
を
説
明
。「
農
地
の

区
画
情
報
（
筆
ポ
リ
ゴ
ン
）
と
台
帳
や
管

理
簿
デ
ー
タ
を
連
動
さ
せ
る
こ
と
で
、
分

散
し
て
い
た
台
帳
の
情
報
と
位
置
情
報
を

一
元
管
理
し
、
地
図
上
で
様
々
な
情
報
を

可
視
化
で
き
る
」
と
話
し
た
。

　

他
県
Ｊ
Ａ
の
活
用
事
例
も
紹
介
し
「
農

地
の
集
積
・
集
約
の
他
、
圃
場
図
ご
と
の

作
業
状
況
の
把
握
、
手
作
業
で
行
っ
て
い

た
防
除
マ
ッ
プ
の
作
成
な
ど
も
必
要
な
情

報
を
抽
出
す
る
だ
け
で
作
成
で
き
、
作
業

の
効
率
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
活

用
を
呼
び
掛
け
た
。

　

Ｊ
Ａ
相
馬
村
農
業
振
興
課
の
齊
藤
大
貴

さ
ん
は
、
チ
ャ
ッ
ト
ア
プ
リ
「
Ｔ
ｅ
ｌ
ｅ

ｇ
ｒ
ａ
ｍ
」
を
使
っ
た
情
報
発
信
の
事
例

を
紹
介
。
窓
口
で
の
情
報
提
供
や
チ
ラ
シ

の
配
布
な
ど
従
来
の
情
報
発
信
源
に
加
え
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
こ
と
に
よ
り
「
最
新

の
情
報
を
最
速
で
組
合
員
に
配
信
で
き
る

ほ
か
、各
部
会
毎
で
の
情
報
共
有
も
可
能
」

と
メ
リ
ッ
ト
を
紹
介
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
青
森
中
央
会
は
２
月
15
日
、
青
森

市
の
東
奥
日
報
新
町
ビ
ル
で
開
い
た
県
主

催
の
「
あ
お
も
り
食
育
推
進
大
会
２
０
２

０
」
に
参
加
し
、
社
会
科
副
読
本
の
配
布

や
、
県
産
野
菜
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
の
試

食
を
行
い
、
本
会
の
食
育
の
取
組
み
を
Ｐ

Ｒ
し
た
。

　

同
大
会
は
、
食
育
関
係
者
や
一
般
県
民

を
対
象
に
食
育
の
取
組
状
況
の
共
有
と
普

及
啓
発
を
図
ろ
う
と
、
平
成
30
年
か
ら
開

催
し
て
い
る
。
今
年
は
青
森
県
民
生
活
協

同
組
合
や
青
森
県
学
校
給
食
会
な
ど
19
団

体
が
参
加
し
、
展
示
・
体
験
ブ
ー
ス
を
開

設
し
て
活
動
内
容
を
紹
介
し
た
ほ
か
、
食

育
活
動
実
践
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施
４
団
体

に
よ
る
報
告
発
表
「
大
人
の
食
育
〜
食
選

力
を
鍛
え
る
！
〜
」
と
題
し
た
講
演
も

行
っ
た
。

　

会
場
に
は
約
２
０
０
人
が
来
場
し
た
。

中
央
会
の
ブ
ー
ス
で
は
「
ご
は
ん
・
お
米

と
わ
た
し
」
作
文
・
図
画
コ
ン
ク
ー
ル
の

図
画
作
品
を
展
示
。
社
会
科
副
読
本
「
あ

お
も
り
の
農
林
水
産
業
」
や
、
県
産
の
ゴ

ボ
ウ
と
ニ
ン
ジ
ン
を
使
っ
た
ク
ッ
キ
ー
を

レ
シ
ピ
と
一
緒
に
配
り
、
県
産
野
菜
の
魅

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　

つ
が
る
市
か
ら
訪
れ
た
子
ど
も
連
れ
の

女
性
（
30
代
）
は
、「
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス

が
偏
ら
な
い
よ
う
工
夫
し
な
が
ら
、
食
事

を
作
っ
て
い
る
。
今
日
試
食
し
た
ク
ッ

キ
ー
を
、
ぜ
ひ
家
で
も
作
っ
て
み
た
い
」

と
話
し
た
。

JA青森中央会

information

　インフォメーション

食
育
の
取
組
み
を
Ｐ
Ｒ

Ｊ
Ａ
の
組
織
力
を
生
か
し
て

営
農
Ｉ
Ｃ
Ｔ
情
報
シ
ス
テ
ム
の

活
用
へ

▲Telegram使った情報発信を紹介する齊藤さん

▲クッキーを試食する参加者
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農
林
中
央
金
庫
青
森
支
店
は
、
２
月
７

日
に
「
農
林
中
金
ト
レ
ー
ニ
ー
修
了
者

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」
を
開
催
し
、

修
了
者
11
名
が
参
加
し
た
。

　

当
支
店
で
は
、
２
０
１
３
年
度
に
「
農

林
中
金
ト
レ
ー
ニ
ー
制
度
」
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
ま
で
に
６
Ｊ
Ａ
、
17
名
の
信
用
担
当

職
員
が
修
了
し
て
い
る
。

　

本
研
修
会
は
、
ト
レ
ー
ニ
ー
修
了
者
の

「
各
Ｊ
Ａ
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
」
と
「
修
了
者
間
お
よ
び
金
庫
支

店
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
強
化
」

を
目
的
に
２
０
１
７
年
度
か
ら
開
催
し
て

い
る
。

　

３
回
目
と
な
る
今
回
は
、
㈱
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
か
ら
岸
本
ひ
と

み
氏
を
講
師
に
招
き
、「
組
織
の
課
題
整

理
と
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た
戦
略
の
構

築
」
を
テ
ー
マ
に
講
義
い
た
だ
い
た
。

　

研
修
で
は
、
事
例
課
題
を
も
と
に
、
組

織
の
現
状
分
析
お
よ
び
課
題
を
抽
出
・
整

理
す
る
た
め
に
行
う
「
部
下
へ
の
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
仕
方
」
に
つ
い
て
演
習
を
行
う
と

と
も
に
、
組
織
変
革
の
方
向
性
と
し
て
の

「
チ
ー
ム
ビ
ジ
ョ
ン
と
方
針
の
決
定
」
お

よ
び
チ
ー
ム
ビ
ジ
ョ
ン
実
現
に
向
け
た

「
組
織
戦
略
の
構
築
」
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
中
堅
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
だ
。

　

ま
た
、
研
修
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
お

互
い
の
近
況
報
告
や
情
報
交
換
な
ど
を
通

じ
て
親
交
を
深
め
た
。

　

農
林
中
央
金
庫
青
森
支
店
で
は
、
今
後

も
ト
レ
ー
ニ
ー
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
更
な
る

充
実
と
ト
レ
ー
ニ
ー
修
了
者
の
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

農
林
中
金
ト
レ
ー
ニ
ー

　

農
林
中
金
ト
レ
ー
ニ
ー
は
、
系
統
リ

テ
ー
ル
基
盤
お
よ
び
農
業
金
融
の
強
化
に

不
可
欠
な
人
材
の
育
成
を
ね
ら
い
と
し
て
、

「
農
業
融
資
」、「
住
宅
ロ
ー
ン
」、「
融
資

業
務
」、「
年
金
」
の
４
部
門
で
実
施
し
て

い
る
。

　

受
講
生
は
３
か
月
〜
６
か
月
間
、
農
林

中
金
青
森
支
店
に
在
籍
し
、
実
際
に
県
域

企
画
等
に
携
わ
り
実
践
経
験
を
積
む
こ
と

で
、
効
果
的
に
業
務
知
識
や
ス
キ
ル
の
修

得
が
図
ら
れ
る
ほ
か
、
人
的
交
流
に
よ
る

Ｊ
Ａ
・
金
庫
支
店
間
の
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
強

化
も
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

２
０
２
０
年
度
下
期
（
10
月
開
講
）
の

受
講
は
７
月
に
募
集
予
定
。

　

本
件
に
か
か
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
当

支
店
Ｊ
Ａ
指
導
相
談
班
ま
で
。

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
青
森
で
は
、
１
月
21
日
か

ら
２
月
10
日
に
か
け
て
、
県
農
協
会
館
ほ

か
全
４
会
場
で
「
貸
出
事
務
手
続
の
全
部

改
正
に
か
か
る
県
域
説
明
会
」
を
開
催
し

た
。

　

本
説
明
会
は
、
２
０
２
０
年
４
月
１
日

に
施
行
さ
れ
る
民
法
改
正
に
伴
い
、「
全

国
統
一
版
・
貸
出
事
務
手
続（
青
森
県
版
）」

を
全
部
改
正
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
他
所

要
事
項
の
見
直
し
を
行
っ
た
こ
と
に
対
応

し
た
も
の
。

　

主
な
改
正
項
目
は
次
の
と
お
り
。

　

①　

統
一
版
・
貸
出
事
務
手
続
（
青
森

県
版
）
の
構
成
の
見
直
し

・
貸
出
形
式
別
（
手
貸
、証
貸
等
）

を
業
務
別
（
新
規
貸
出
、
条
件

変
更
、
償
還
等
）
に
見
直
し

　

②　

民
法
改
正
に
伴
う
手
続
き
の
改
正

・
一
定
の
保
証
契
約
に
お
け
る「
保

証
意
志
宣
明
公
正
証
書
」
の
作

成
義
務
付
け

・
生
活
ロ
ー
ン
に
お
け
る
定
型
約

款
の
導
入
お
よ
び
ル
ー
ル
の
新

設
・
免
責
的
債
務
引
受
契
約
の
成
立

要
件
の
見
直
し

・
消
滅
時
効
期
間
の
統
一
化 

等

　

③　

民
法
改
正
以
外
の
手
続
本
文
・
様

式
・
参
考
書
式
の
改
正

　

④　

そ
の
他
所
要
事
項
の
見
直
し

　

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
青
森
で
は
、
今
回
の
貸
出

事
務
手
続
の
全
部
改
正
を
踏
ま
え
、
引
き

続
き
Ｊ
Ａ
内
部
統
制
強
化
へ
の
取
り
組
み

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
。

「
農
林
中
金
ト
レ
ー
ニ
ー
修
了
者

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」
を
開
催

貸
出
事
務
手
続
の
全
部
改
正
に

か
か
る
県
域
説
明
会
を
開
催

▲講師（右から２人目）を相手にヒアリングの演習を行う受講生

JAバンク青森
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青
森
県
と
Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
は
１
月

24
日
、
東
北
町
の
東
北
町
北
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
で
「
な
が
い
も
産
地
力
強
化

戦
略
推
進
大
会
」
を
開
い
た
。
生
産
者
や

な
が
い
も
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
養
成
所

受
講
生
な
ど
関
係
者
ら
約
１
２
０
人
が
参

加
。

　

23
日
に
開
い
た
共
進
会
の
入
賞
者
と
し

て
、
４
Ｌ
の
部
・
最
優
秀
賞
の
工
藤
三
千

輝
さ
ん
（
Ｊ
Ａ
つ
が
る
に
し
き
た
）、
２

Ｌ
の
部
・
最
優
秀
賞
の
寺
澤
和
夫
さ
ん

（
Ｊ
Ａ
十
和
田
お
い
ら
せ
）
ら
９
人
を
表

彰
し
た
。

　

生
産
者
の
栽
培
技
術
向
上
と
高
品
質
・

多
収
生
産
の
推
進
を
目
的
に
し
た
共
進
会

に
は
県
内
５
Ｊ
Ａ
か
ら
31
点
が
出
品
さ
れ

た
。
審
査
基
準
の
、
規
格
や
大
小
・
形
状

の
揃
い
、
肉
付
き
、
毛
穴
や
表
面
の
凸
凹

の
少
な
さ
な
ど
か
ら
入
賞
者
を
選
出
し
た
。

　

大
会
前
に
は
、
共
進
会
入
賞
者
の
な
が

い
も
の
試
食
を
実
施
し
、
好
み
の
味
に
つ

い
て
投
票
。
そ
の
上
位
３
人
に
記
念
品
を

贈
呈
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
県
の
認
証
「
な
が
い
も
の

達
人
」
の
栽
培
技
術
に
つ
い
て
紹
介
さ
れ

た
。
参
加
者
は
、「
効
果
的
な
排
水
対
策
」

「
土
づ
く
り
や
優
良
種
苗
の
選
別
」
な
ど

の
ポ
イ
ン
ト
を
学
ん
だ
。

　

大
会
は
、
生
産
量
日
本
一
に
向
け
て
、

生
産
者
の
栽
培
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
と
、

高
品
質
・
多
収
生
産
の
推
進
の
た
め
に
毎

年
開
催
し
て
い
る
も
の
。

　

最
優
秀
賞
以
外
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。

か
っ
こ
内
は
Ｊ
Ａ
名
。

◇
４
Ｌ
の
部

▽
優
秀
賞
＝
駒
澤
慎
（
お
い
ら
せ
）
寺
澤

祐
介
（
十
和
田
お
い
ら
せ
）

▽
優
良
賞
＝
仁
和
勝
千
代
（
十
和
田
お
い

ら
せ
）
中
野
雄
一
郎
（
同
）
駒
井
盛
男
（
ゆ

う
き
青
森
）

◇
２
Ｌ
の
部

▽
優
秀
賞
＝
中
野
雄
一
郎
（
十
和
田
お
い

ら
せ
）

▽
優
良
賞
＝
佐
々
木
耕
二
（
八
戸
）

　

Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
と
あ
お
も
り
牛
販

売
促
進
協
議
会
は
１
月
27
日
、「
ク
イ
ズ

に
答
え
て
、あ
お
も
り
牛
を
当
て
よ
う
！
」

の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会
を
青
森
市
の
県
農

協
会
館
で
開
き
、
当
選
者
20
人
を
決
定
し

た
。

　

令
和
元
年
11
月
29
日
か
ら
12
月
29
日
ま

で
の
展
開
で
、
６
７
４
５
通
の
応
募
が

あ
っ
た
。

　

当
選
者
に
は
、「
あ
お
も
り
和
牛
す
き

や
き
用
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　
「
あ
お
も
り
和
牛
」
の
知
名
度
ア
ッ
プ

と
消
費
拡
大
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
。

　

全
農
あ
お
も
り
畜
産
酪
農
部
の
長
内
敏

也
部
長
は「
今
年
度
は
、『
あ
お
も
り
和
牛
』

の
銘
柄
が
ス
タ
ー
ト
し
た
年
。
安
全
・
安

心
な
県
産
牛
を
た
く
さ
ん
食
べ
、
パ
ワ
ー

を
つ
け
て
欲
し
い
」
と
話
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
は
１
月
28
日
、
青

森
市
の
県
農
協
会
館
で「
Ｊ
Ａ
段
ボ
ー
ル
・

包
装
・
園
芸
資
材
基
礎
研
修
会
」
を
開
き
、

県
内
Ｊ
Ａ
担
当
者
ら
約
20
名
が
参
加
。
段

ボ
ー
ル
・
包
装
・
園
芸
資
材
に
つ
い
て
特

性
や
分
類
な
ど
の
基
礎
を
学
ん
だ
。

　

全
農
東
日
本
営
農
資
材
事
業
所
広
域
資

材
課
の
渡
辺
一
正
課
長
は
、「
包
装
資
材

JA全農あおもり
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▲ 表彰を受ける４Ｌの部最優秀賞の
工藤さん

な
が
い
も
産
地
力
強
化
戦
略
推
進
大
会

▲ 抽選を行う長内部長

「
ク
イ
ズ
に
答
え
て
、
あ
お
も
り
牛
を

当
て
よ
う
！
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会

▲ 園芸資材の基礎を学ぶ参加者

Ｊ
Ａ
段
ボ
ー
ル
・
包
装
・
園
芸

資
材
基
礎
研
修
会
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の
一
つ
で
あ
る
フ
ィ
ル
ム
に
は
種
類
が
あ

り
、
ヒ
ー
ト
シ
ー
ル
性
に
優
れ
た
も
の
や

衝
撃
強
度
に
優
れ
た
も
の
な
ど
が
あ
る
。

品
目
に
応
じ
て
選
択
す
る
こ
と
が
大
切
」

と
話
し
た
。
ま
た
、
フ
ィ
ル
ム
で
作
ら
れ

た
鮮
度
保
持
袋
に
つ
い
て
「
二
軸
延
伸
ポ

リ
プ
ロ
ピ
レ
ン
（
Ｏ
Ｐ
Ｐ
）
を
原
料
と
し

た
包
装
資
材
に
は
鮮
度
保
持
効
果
が
あ
る

も
の
も
あ
る
。
袋
内
の
ガ
ス
濃
度
を
青
果

物
の
鮮
度
保
持
に
合
わ
せ
た
濃
度
に
調
整

す
る
『
Ｍ
Ａ
』
や
、
袋
内
の
湿
度
を
調
整

す
る
こ
と
で
青
果
物
の
蒸
散
を
抑
え
鮮
度

を
保
つ
『
Ｍ
Ｈ
』
な
ど
が
あ
る
」
な
ど
と

説
明
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
資
材
メ
ー
カ
ー
か
ら
は
春

用
園
芸
資
材
商
品
が
紹
介
さ
れ
た
。　

　

29
日
に
は
、青
森
市
の
レ
ン
ゴ
ー
（
株
）

青
森
工
場
で
現
地
視
察
研
修
を
実
施
。
段

ボ
ー
ル
の
基
礎
に
つ
い
て
知
識
を
深
め
た
。

　

全
農
あ
お
も
り
農
機
農
業
資
材
課
の
村

田
武
志
課
長
は
「
物
財
費
や
流
通
コ
ス
ト

な
ど
の
上
昇
に
伴
い
、
資
材
価
格
も
高
値

傾
向
。
各
Ｊ
Ａ
の
協
力
の
下
、
段
ボ
ー
ル

の
規
格
統
一
な
ど
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト

を
活
か
し
た
価
格
引
き
下
げ
に
取
り
組
ん

で
い
く
。
専
門
知
識
を
身
に
付
け
、
組
合

員
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
め
て
欲

し
い
」
と
呼
び
か
け
た
。

　

青
森
県
と
相
互
交
流
し
て
い
る
福
岡
県

太
宰
府
天
満
宮
の
「
梅
の
親
善
使
節
」
が

１
月
30
日
、
青
森
市
の
Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も

り
を
訪
問
。

　

巫
女
の
木
下
い
づ
み
さ
ん
と
吉
岡
由
紀

子
さ
ん
が
、
全
農
あ
お
も
り
運
営
委
員
会

の
阿
保
直
延
会
長
に
紅
白
の
梅
の
花
２
鉢

を
贈
り
、
一
足
早
い
春
の
訪
れ
を
伝
え
た
。

西
高
辻
信
宏
宮
司
と
野
村
木
乃
実
神
職
が

梅
干
し
と
梅
酒
を
贈
っ
た
。

　

県
と
同
天
満
宮
の
交
流
は
、
青
森
・
福

岡
直
行
便
就
航
と
青
森
県
福
岡
情
報
セ
ン

タ
ー
の
九
州
開
設
を
契
機
に
平
成
11
年
か

ら
始
ま
り
、
今
年
で
22
回
目
を
迎
え
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
と
青
森
県
牛
乳
普

及
協
会
は
２
月
４
日
、
令
和
元
年
12
月
か

ら
２
年
１
月
に
展
開
し
た
「
牛
乳
ご
っ
く

ん
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選

会
を
青
森
市
の
県
農
協
会
館
で
開
き
、
当

選
者
２
６
０
人
を
決
定
し
た
。

　

特
賞
・
テ
ィ
フ
ァ
ー
ル
の
圧
力
鍋
を
10

人
、
Ａ
賞
・
Ｑ
Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
３
千
円
分
を

50
人
、
Ｂ
賞
・
一
般
財
団
法
人
新
郷
村
ふ

る
さ
と
活
性
化
公
社
の
飲
む
ヨ
ー
グ
ル
ト

詰
め
合
わ
せ
セ
ッ
ト
を
１
０
０
人
、Ｃ
賞
・

萩
原
乳
業
㈱
の
乳
製
品
詰
め
合
わ
せ
セ
ッ

ト
を
１
０
０
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
は
、
合
計
２
６
９
７

通
（
昨
年
２
１
９
１
通
）
の
応
募
が
あ
り
、

当
日
は
同
協
会
の
関
係
者
ら
が
抽
選
を

行
っ
た
。

　

応
募
者
か
ら
は
「
毎
日
家
族
み
ん
な
で

青
森
県
産
牛
乳
を
飲
ん
で
い
る
」「
ホ
ッ

ト
ミ
ル
ク
が
好
き
」
な
ど
の
コ
メ
ン
ト
が

寄
せ
ら
れ
た
。

　

全
農
あ
お
も
り
畜
産
酪
農
部
の
長
内
敏

也
部
長
は
「
多
数
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
も
安
全
・
安
心
な
県

産
牛
乳
を
た
く
さ
ん
飲
ん
で
も
ら
い
た

い
」
と
話
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
は
２
月
４
、
５
日

の
２
日
間
、
東
京
、
名
古
屋
、
大
阪
、
福

岡
で
「
令
和
元
年
産
り
ん
ご
販
売
要
請
会

議
」
を
開
い
た
。
４
か
所
合
計
で
、
全
国

の
青
果
会
社
１
０
１
社
と
関
係
者
ら
約
１

５
０
人
が
出
席
。

　

２
月
以
降
の
販
売
対
策
に
つ
い
て
繰
越

在
庫
量
の
少
な
さ
か
ら
、
主
力
品
種
の
無

袋
ふ
じ
は
３
１
５
万
１
千
ケ
ー
ス
（
前
年

梅
の
親
善
使
節
が
来
会

▲ 梅の親善使節が来会（㊧から吉岡さん、阿保会長、西高辻宮司、
木下さん、野村神職）

▲牛乳ごっくんキャンペーン抽選会

「
牛
乳
ご
っ
く
ん
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
プ
レ
ゼ
ン
ト
抽
選
会

▲あいさつをする阿保会長

令
和
元
年
産
り
ん
ご
販
売
要
請
会
議
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実
績
比
68
％
）
と
計
画
。
販
売
終
了
時
期

を
４
月
中
旬
と
し
、
有
袋
へ
の
ス
ム
ー
ズ

な
移
行
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
有
袋
ふ
じ

は
70
万
５
千
ケ
ー
ス
（
同
１
０
６
％
）
と

し
、
貯
蔵
管
理
の
徹
底
に
よ
る
計
画
出
荷

で
６
月
末
ま
で
に
販
売
を
終
了
す
る
計
画

と
し
た
。

　

大
阪
会
場
と
な
っ
た
大
阪
市
の
リ
ー
ガ

ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
は
、
全
農
あ
お
も
り

運
営
委
員
会
の
阿
保
直
延
会
長
が
「
主
力

の
サ
ン
ふ
じ
を
は
じ
め
、
り
ん
ご
総
体
の

流
通
量
の
少
な
さ
か
ら
堅
調
な
販
売
が
続

い
て
い
る
も
の
の
、
流
通
減
に
よ
る
基
調

高
か
ら
の
荷
動
き
の
鈍
化
や
、
ヤ
ケ
等
の

品
質
低
下
、
さ
ら
に
は
輸
入
果
実
の
増
加

な
ど
の
懸
念
材
料
が
あ
る
。
消
費
地
・
産

地
が
一
体
と
な
っ
た
取
組
み
で
、
売
り
場

の
維
持
確
保
を
図
り
、
有
利
販
売
に
繋
げ

て
い
き
た
い
」
と
協
力
を
求
め
た
。

　

品
質
に
応
じ
た
企
画
提
案
を
中
心
と
し

た
消
費
宣
伝
会
を
全
国
４
５
０
店
舗
で
展

開
す
る
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
と
青
森
県
Ｊ
Ａ
農

産
物
検
査
協
議
会
は
２
月
７
日
、
青
森
市

の
県
農
協
会
館
で
第
15
回
青
森
県
Ｊ
Ａ
農

産
物
検
査
員
鑑
定
競
技
大
会
を
開
い
た
。

Ｊ
Ａ
か
ら
39
人
が
参
加
し
、
最
優
秀
賞
に

は
Ｊ
Ａ
つ
が
る
に
し
き
た
の
古
川
直
樹
さ

ん
が
選
ば
れ
た
。

　

優
秀
賞
に
は
Ｊ
Ａ
つ
が
る
に
し
き
た
の

相
馬
直
樹
さ
ん
が
選
ば
れ
、
２
人
は
県
代

表
と
し
て
３
月
６
日
に
千
葉
県
で
開
か
れ

る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
全
国
農
産
物
鑑
定
会
へ

出
場
す
る
。

　

全
農
あ
お

も
り
米
穀
部

成
田
具
洋
部

長
が
「
現
場

で
培
っ
た
鑑

定
技
術
を
十

二
分
に
発
揮

し
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ

い
」
と
激
励

し
た
。

　

競
技
は
水

稲
う
る
ち
玄
米
35
点
、
水
稲
も
ち
玄
米
５

点
を
30
分
以
内
で
等
級
判
定
し
、
４
０
０

点
の
持
ち
点
か
ら
等
級
相
違
と
時
間
超
過

に
よ
る
減
点
を
行
っ
て
採
点
し
た
。

　

他
の
入
賞
者
は
次
の
通
り
。
か
っ
こ
内

は
Ｊ
Ａ
名
。

▽
優
良
賞
＝
豊
川
正
人
（
八
戸
）、
島
谷

一
輝
（
ご
し
ょ
つ
が
る
）、小
川
智
徳
（
十

和
田
お
い
ら
せ
）

　

青
森
県
Ｊ
Ａ
農
産
物
検
査
協
議
会
は
２

月
13
日
、
青
森
市
の
県
農
協
会
館
で
「
令

和
元
年
度
農
産
物
検
査
員
育
成
研
修
修
了

式
」
を
開
い
た
。

　

元
年
５
月
か
ら
２
年
２
月
ま
で
関
係
法

令
や
検
査
実
技
な
ど
の
基
礎
を
学
び
、
各

Ｊ
Ａ
で
行
う
米
穀
・
小
麦
・
大
豆
・
そ
ば

の
現
場
実
習
を
行
っ
た
。
研
修
を
受
講
し

た
県
内
７
Ｊ
Ａ
の
21
人
全
員
が
修
了
し
た
。

　

修
了
生
を
代
表
し
、
Ｊ
Ａ
ご
し
ょ
つ
が

る
の
三
浦
佑
也
さ
ん
が
修
了
証
書
を
受
け

取
っ
た
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
米
穀
部
の
泉
谷
慶

志
次
長
は
「
農
産
物
検
査
は
生
産
者
が

作
っ
た
農
産
物
の
品
質
を
適
正
に
評
価
・

格
付
け
し
、
公
正
か
つ
円
滑
な
流
通
に
欠

く
こ
と
が
で
き
な
い
重
要
な
業
務
。
今
後

も
技
術
を
磨
き
、
一
人
前
の
検
査
員
と
し

て
活
躍
し
て
ほ
し
い
」
と
話
し
た
。

　

修
了
生
は
検
査
員
登
録
な
ど
の
手
続
き

を
経
て
、
２
年
産
か
ら
農
産
物
検
査
に
あ

た
る
。

　

Ｊ
Ａ
全
農
あ
お
も
り
と
青
森
県
牛
乳
普

及
協
会
は
２
月
18
日
、
お
い
ら
せ
町
の
イ

オ
ン
モ
ー
ル
下
田
で
「
あ
お
も
り
ミ
ル
ク

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
開
い
た
。

　

青
森
県
産
牛
乳
Ｐ
Ｒ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
あ
お
ミ
ル
ち
ゃ
ん
」
に
よ
る
じ
ゃ
ん
け

ん
ゲ
ー
ム
や
ア
ン
ケ
ー
ト
抽
選
会
、
オ
リ

ジ
ナ
ル
ク
ッ
キ
ー
の
試
食
を
実
施
し
、
大

勢
の
来
場
客
で
賑
わ
っ
た
。

　

11
時
55
分
か
ら
は
、Ｒ
Ａ
Ｂ
ラ
ジ
オ「
Ｇ

Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
ら
じ
丸
」
を
会
場
内
で
公
開

生
放
送
し
、
全
農
あ
お
も
り
畜
産
酪
農
課

牛
乳
冷
却
処
理
所
の
久
保
田
雅
弘
所
長
と

Ｊ
Ａ
お
い
ら
せ
の
馬
場
萌
々
子
さ
ん
が
出

演
。
牛
乳
の
特
性
や
美
味
し
さ
を
Ｐ
Ｒ
し

た
。

▲あおミルちゃんとのじゃんけ
んゲームを楽しむ来場客

第
15
回
青
森
県
Ｊ
Ａ
農
産
物
検

査
員
鑑
定
競
技
大
会

▲修了証書を受け取る三浦さん

令
和
元
年
度
農
産
物
検
査
員
育

成
研
修
修
了
式

▲表彰を受けた受賞者

「
あ
お
も
り
ミ
ル
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
」
開
催



March 2 0 2 0　ＫＩＺＵＮＡ● 1 4

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
青
森
は
２
月
18
日
・
19
日
、

県
農
協
会
館
に
お
い
て
「
仕
組
改
訂
・
事

務
改
善
事
項
研
修
会
」
を
開
催
し
、
各

Ｊ
Ａ
か
ら
２
日
間
で
１
７
８
名
の
共
済
担

当
者
が
参
加
し
た
。

　

研
修
会
で
は
令
和
２
年
４
月
か
ら
新
設

さ
れ
る
、
三
大
疾
病
お
よ
び
生
活
習
慣
病

を
保
障
す
る
「
特
定
重
度
疾
病
共
済
」
が

説
明
さ
れ
、
概
要
と
し
て
は
、
加
入
年
齢

が
０
歳
か
ら
75
歳
と
幅
広
い
年
代
を
対
象

に
、
保
障
内
容
も
、「
が
ん
」・「
心
・
血

管
疾
患
」・「
脳
血
管
疾
患
」・「
生
活
習
慣

病
（
糖
尿
病
、
肝
疾
患
、
腎
疾
患
、
膵
疾

患
）」
に
よ
り
所
定
の
要
件
に
該
当
し
た

場
合
、
特
定
重
度
疾
病
共
済
金
を
、
そ
れ

ぞ
れ
１
回
を
限
度
に
支
払
う
。（
最
高
４

回
支
払
）

　

ま
た
、
火
災
共
済
の
仕
組
改
訂
で
は
、

①
失
火
見
舞
費
用
共
済
金
の
額
を
拡
充
、

１
被
災
世
帯
あ
た
り
、
現
行
の
20
万
円
か

ら
50
万
円
に
引
き
上
げ
る
（
１
事
故
に
つ

き
、
共
済
金
額
の
20
％
限
度
）
②
水
道
管

凍
結
修
理
費
用
共
済
金
の
新
設
、
水
道
管

の
凍
結
に
よ
り
損
害
が
発
生
し
た
場
合

（
火
災
共
済
金
の
支
払
事
由
に
該
当
し
た

場
合
﹇
水
漏
れ
損
害
が
発
生
し
た
場
合
﹈

を
除
く
）、
そ
の
修
理
費
用
を
補
償
す
る
。

（
１
事
故
に
つ
い
て
、
10
万
円
を
限
度
と

す
る
）

　

本
仕
組
改
訂
は
、
始
期
日
が
令
和
２
年

４
月
１
日
以
降
、
ま
た
は
継
続
日
が
令
和

２
年
４
月
１
日
以
降
の
契
約
か
つ
継
続
日

以
降
に
生
じ
た
事
故
に
適
用
さ
れ
、
既
契

約
に
は
遡
及
適
用
さ
れ
な
い
等
の
説
明
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、
長
期
共
済
・
短
期
共
済
に
関
わ

る
事
務
改
善
事
項
等
に
伴
う
事
務
手
続
・

帳
票
様
式
の
設
定
・
変
更
に
つ
い
て
な
ど

の
説
明
が
あ
り
、
参
加
者
は
次
年
度
か
ら

の
変
更
点
等
を
熱
心
に
聴
い
て
い
た
。

　

Ｊ
Ａ
共
済
連
青
森
は
２
月
13
日
、
県
農

協
会
館
に
お
い
て
「
拡
大
共
済
担
当
部
課

長
会
議
」
を
開
催
し
、
各
Ｊ
Ａ
か
ら
、
共

済
担
当
部
課
長
31
人
が
参
加
し
た
。

　

ま
ず
、
福
士
雅
巳
本
部
長
か
ら
開
会
の

挨
拶
が
あ
り
、
全
国
本
部
東
北
・
北
海
道

地
区
担
当
の
小
林
計
介
部
長
よ
り
全
国
普

及
推
進
状
況
等
に
つ
い
て
の
情
勢
報
告
が

行
わ
れ
た
。

　

会
議
で
は
、
①
令
和
元
年
度
目
標
達
成

に
向
け
た
取
組
み
②
令
和
２
年
度
事
業
計

画
（
案
）
③
令
和
２
年
度
業
務
計
画
書
④

令
和
２
年
度
普
及
推
進
活
動
計
画
⑤
令
和

２
年
度
地
域
・
農
業
活
性
化
の
取
組
み
⑥

令
和
２
年
度
共
栄
火
災
の
取
組
み
⑦
令
和

元
年
度
共
栄
火
災
商
品
の
目
標
達
成
に
向

け
た
取
組
み
と
令
和
２
年
度
共
栄
火
災
商

品
の
取
組
み
に
つ
い
て
、
説
明
お
よ
び
協

議
が
行
わ
れ
、
出
席
者
か
ら
の
質
疑
応
答

を
交
え
な
が
ら
積
極
的
な
協
議
・
検
討
が

行
わ
れ
た
。

JA共済連青森

information

　インフォメーション仕
組
改
訂
・
事
務
改
善
事
項
研

修
会
の
開
催

拡
大
共
済
担
当
部
課
長
会
議

　

の
開
催

▲研修会の様子

▲会議の様子



1 5●ＫＩＺＵＮＡ　March 2 0 2 0

　

近
年
、
農
作
業
死
亡
事
故
者
数
は
年
間

３
０
０
人
以
上
で
推
移
し
て
い
る
状
況
で

す
。
そ
の
た
め
、
本
年
も
、
春
作
業
が
行

わ
れ
る
３
月
か
ら
５
月
ま
で
を
農
作
業
事

故
防
止
に
向
け
た
対
策
の
重
点
期
間
と
し

て
、「
春
の
農
作
業
安
全
確
認
運
動
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

農
林
水
産
省
が
公
表
し
て
い
る
平
成
29

年
の
農
作
業
死
亡
者
数
は
３
０
４
人
と

な
っ
て
お
り
、
10
年
連
続
で
３
０
０
人
を

超
え
て
い
ま
す
。

　

年
齢
階
層
別
に
み
る
と
、
65
歳
以
上
が

２
５
６
人
と
全
体
の
８
割
を
占
め
て
い
ま

す
。（
図
１
）

　

死
亡
事
故
発
生
状
況
を
原
因
別
に
み
る

と
、
農
業
機
械
の
作
業
中
に
起
こ
っ
た
事

故
が
２
１
１
人
と
最
も
多
く
、
全
体
の
７

割
を
占
め
て
い
ま
す
。
中
で
も
乗
用
型
ト

ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
事
故
が
92
人
と
３
割
を

占
め
、
そ
の
原
因
は
転
落
・
転
倒
が
最
も

多
い
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
図
２
）

　

令
和
２
年
の
運
動
に
つ
い
て
は
、
行
政

機
関
、
農
業
機
械
販
売
店
、
生
産
者
団
体

な
ど
の
関
係
機
関
の
協
力
を
得
て
、
特
に

乗
用
型
の
農
業
機
械
の
転
落
・
転
倒
死
亡

事
故
の
防
止
を
目
指
し
ま
す
。
安
全
フ

レ
ー
ム
の
装
備
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
・
ヘ
ル

メ
ッ
ト
の
着
用
徹
底
の
呼
び
か
け
に
よ
り
、

農
作
業
死
亡
事
故
を
ゼ
ロ
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
お
も
り

東
北
農
政
局
通
信

連
絡
先

　

東
北
農
政
局
青
森
県
拠
点

地
方
参
事
官
室

℡
０
１
７
（
７
７
５
）
２
１
５
１

農
作
業
死
亡
事
故
の
発
生
状
況

見
直
そ
う
！

　

農
業
機
械
作
業
の
安
全
対
策

（図１）農作業死亡事故の発生状況

（図２）要因別の死亡事故発生状況（平成29年） トラクター事故による原因別死亡者数
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パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働
法
の
施
行

１
．
は
じ
め
に

　

平
成
30
年
７
月
に
「
働
き
方
改
革
を
推

進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す

る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
た
。
働
き
方
改
革

に
は
、
正
社
員
と
非
正
規
雇
用
労
働
者
と

の
間
の
不
合
理
な
待
遇
差
解
消
を
意
味
す

る
「
同
一
労
働
同
一
賃
金
」
の
実
現
が
含

ま
れ
て
い
る
。

　

同
一
労
働
同
一
賃
金
に
関
す
る
最
近
の

動
向
で
は
、
正
社
員
と
非
正
規
社
員
の
手

当
て
等
の
待
遇
格
差
に
つ
い
て
、
ハ
マ

キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件
、
長
澤
運
輸
事
件
、

日
本
郵
便
事
件
等
に
よ
っ
て
裁
判
所
の
判

断
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

ど
の
判
例
で
も
、
正
社
員
に
は
支
給
す

る
が
非
正
規
社
員
に
は
支
給
し
な
い
と
い

う
合
理
的
な
説
明
が
つ
か
な
い
手
当
て
に

つ
い
て
、
裁
判
所
は
不
合
理
性
が
あ
る
こ

と
を
認
め
、
該
当
す
る
手
当
て
の
支
給
を

各
事
業
者
に
命
じ
た
。

　

前
述
の
動
向
に
加
え
て
、
政
府
の
施
策

に
よ
り
パ
ー
ト
タ
イ
ム
・
有
期
雇
用
労
働

法
が
令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、正
社
員
と
有
期
雇
用
・
パ
ー

ト
・
契
約
社
員
間
で
の
不
合
理
な
待
遇
差

と
差
別
的
取
扱
い
は
禁
止
と
な
り
、
各
事

業
者
は
社
員
の
働
き
方
と
給
与
規
定
の
見

直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

次
項
か
ら
、
代
表
的
な
同
一
労
働
同
一

賃
金
に
関
す
る
判
例
を
紹
介
し
て
い
く
。

２
．
ハ
マ
キ
ョ
ウ
レ
ッ
ク
ス
事
件

　

正
社
員
に
は
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
有

期
の
契
約
社
員
に
は
支
給
さ
れ
て
い
な
い

手
当
て
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
事
件
で
あ
る
。

　

正
社
員
と
同
じ
特
定
業
務
を
し
て
い
る

に
も
関
わ
ら
ず
支
給
さ
れ
な
い
手
当
て
や
、

職
務
内
容
の
差
異
に
関
係
の
無
い
給
食
・

皆
勤
・
通
勤
手
当
の
不
支
給
を
労
働
契
約

法
20
条
に
違
反
す
る
と
し
た
。

　

た
だ
し
、
住
宅
手
当
の
不
支
給
に
つ
い

て
は
、
正
社
員
は
転
居
を
伴
う
配
転
が
予

定
さ
れ
て
い
る
が
、
契
約
社
員
は
就
業
場

所
の
変
更
が
予
定
さ
れ
て
お
ら
す
、
同
法

20
条
に
違
反
し
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。

３
．
長
澤
運
輸
事
件

　

正
社
員
に
は
支
給
さ
れ
て
い
る
が
、
再

雇
用
の
嘱
託
社
員
に
は
支
給
さ
れ
て
い
な

い
手
当
て
と
賞
与
に
つ
い
て
争
わ
れ
た
事

件
で
あ
る
。

　

こ
の
事
件
に
よ
っ
て
「
再
雇
用
は
定
年

前
と
仕
事
が
同
じ
で
あ
っ
て
も
、
一
定
程

度
賃
金
が
減
額
さ
れ
る
こ
と
は
一
般
的
で

あ
り
、
社
会
的
に
も
容
認
さ
れ
て
い
る
」

と
い
う
風
潮
が
見
直
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　

裁
判
所
は
個
々
の
手
当
て
等
の
支
給
す

る
趣
旨
を
判
断
材
料
に
し
て
、
住
宅
・
家

族
・
役
付
手
当
、
賞
与
の
不
支
給
は
不
合

理
で
は
な
い
と
し
た
が
、
正
社
員
と
職
務

内
容
が
同
一
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
皆
勤
を

奨
励
す
る
精
勤
手
当
の
支
給
が
認
め
ら
れ

た
。
ま
た
、
そ
の
容
認
に
よ
り
正
社
員
と

同
様
、
超
勤
手
当
の
算
定
に
精
勤
手
当
を

含
め
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
た
。

４
．
日
本
郵
便
事
件

　

日
本
郵
便
事
件
は
訴
訟
内
容
の
違
い
で

判
例
が
複
数
存
在
す
る
が
、
本
項
で
は
東

京
地
裁
判
決
を
取
扱
う
。

　

正
社
員
に
は
与
え
ら
れ
て
い
る
が
、
時

給
制
の
契
約
社
員
に
は
与
え
ら
れ
て
い
な

い
手
当
て
と
休
暇
制
度
に
つ
い
て
争
わ
れ

た
事
件
で
あ
る
。

　

繁
忙
期
の
労
働
対
価
を
契
約
社
員
に
全

く
支
払
わ
な
い
の
は
不
合
理
と
し
て
、
年

末
年
始
勤
務
手
当
に
つ
い
て
は
正
社
員
の

８
割
支
給
を
認
め
た
。
ま
た
、
格
差
に
合

理
的
な
理
由
が
な
い
と
し
て
、
賃
貸
住
宅

に
住
む
社
員
向
け
の
住
宅
手
当
に
つ
い
て

も
正
社
員
の
６
割
支
給
を
認
め
た
。

　

さ
ら
に
、
病
気
休
暇
と
夏
期
冬
期
休
暇

に
つ
い
て
も
そ
れ
ぞ
れ
契
約
社
員
に
認
め

な
い
の
は
違
法
だ
と
し
た
。

　

判
決
で
は
、
非
正
規
社
員
へ
の
年
末
年

始
勤
務
・
住
宅
手
当
の
支
給
を
認
め
ら
れ

た
の
だ
が
、
そ
の
後
の
日
本
郵
政
グ
ル
ー

プ
労
働
組
合
（
Ｊ
Ｐ
労
組
）
の
労
使
交
渉

に
よ
り
、
年
始
手
当
は
非
正
規
社
員
に
も

支
給
す
る
が
、
年
末
手
当
は
正
社
員
に
も

非
正
規
社
員
に
も
不
支
給
と
し
、
住
宅
手

当
も
正
社
員
へ
の
支
給
は
毎
年
徐
々
に
減

ら
し
て
い
き
、
最
終
的
に
は
正
社
員
に
も

非
正
規
社
員
に
も
不
支
給
と
な
っ
た
。
非

正
規
社
員
の
賃
上
げ
よ
り
も
、
正
社
員
の

賃
下
げ
対
応
が
目
立
つ
結
果
と
な
っ
た
。

５
．
今
後
Ｊ
Ａ
で
求
め
ら
れ
る

対
応
策

　

今
後
Ｊ
Ａ
で
求
め
ら
れ
る
対
応
策
は
、

①
各
種
手
当
て
や
休
暇
制
度
等
を
洗
い
出

し
、
正
職
員
と
非
正
規
職
員
と
の
違
い

を
ま
と
め
る
。

②
違
い
が
あ
る
手
当
て
等
に
つ
い
て
は
、

理
由
を
説
明
で
き
る
か
検
討
す
る
。
そ

の
際
、
賃
金
の
総
支
給
額
だ
け
に
と
ら

わ
れ
ず
、
性
質
や
目
的
に
照
ら
し
て
検

討
す
る
。

③
説
明
が
で
き
な
い
手
当
て
等
が
あ
る
場

合
に
は
、
給
与
規
定
の
見
直
し
を
行
い
、

正
職
員
と
非
正
規
職
員
と
の
待
遇
格
差

を
改
善
す
る
。

　

以
上
の
点
を
踏
ま
え
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
・

有
期
雇
用
労
働
法
遵
守
を
徹
底
し
、
全
職

員
が
気
持
ち
良
く
働
け
る
よ
り
良
い
環
境

づ
く
り
の
整
備
に
努
め
て
ほ
し
い
。

　
　 （

中
央
会　

経
営
対
策
部）

経
営
の
窓
口



1 7●ＫＩＺＵＮＡ March 2 0 2 0

新
た
な
基
本
計
画
骨
子
（
案
）
示
さ
れ
る

　

２
月
21
日
開
催
の
農
業
基
本
政
策
検
討

委
員
会
お
よ
び
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策

審
議
会　

企
画
部
会
に
、
現
在
検
討
が
進

め
ら
れ
て
い
る
「
新
た
な
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
計
画　

骨
子
（
案
）」
が
提
示

さ
れ
た
の
で
紹
介
す
る
。

１
．
基
本
的
考
え
方

　

こ
れ
ま
で
の
農
政
改
革
の
成
果
や
、
国

内
外
の
情
勢
変
化
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少

が
本
格
化
す
る
社
会
に
あ
っ
て
も
、
食

料
・
農
業
・
農
村
の
持
続
性
を
高
め
な
が

ら
、
農
業
の
成
長
産
業
化
を
進
め
る
「
農

業
政
策
」
と
、
多
面
的
機
能
の
発
揮
を
図

る
「
地
域
政
策
」
を
車
の
両
輪
と
し
て
進

め
、
国
民
生
活
に
不
可
欠
な
食
を
安
定
的

に
供
給
し
て
い
く
こ
と
を
、
今
回
の
基
本

計
画
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
つ
つ
、
食

料
・
農
業
・
農
村
そ
れ
ぞ
れ
の
現
場
の
課

題
に
根
ざ
し
た
施
策
を
推
進
し
て
い
く
。

２
．
食
料
自
給
率

（
１
）
食
料
自
給
率
の
目
標

　

・　

国
内
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
縮
小
や
農
業

者
の
大
幅
な
減
少
と
い
っ
た
厳
し
い

状
況
に
際
し
、
官
民
挙
げ
て
国
内
生

産
の
維
持
・
拡
大
と
農
業
者
の
所
得

向
上
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
こ

の
こ
と
を
通
じ
て
国
民
の
生
命
と
健

康
の
維
持
に
必
要
な
熱
量
の
供
給
を

増
や
し
て
い
く
と
の
考
え
を
基
本
に
、

食
料
消
費
の
見
通
し
を
考
慮
し
て
、

食
料
自
給
率
目
標
を
設
定
。

　

・　

食
料
自
給
率
の
目
標
は
、
飼
料
の

多
く
を
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
我
が

国
に
お
け
る
基
礎
的
な
目
標
と
し
て
、

①
高
度
な
生
産
管
理
に
よ
り
高
品
質

な
農
産
物
等
を
生
み
出
す
と
い
う
我

が
国
農
林
水
産
業
の
強
み
が
よ
り
適

切
に
反
映
さ
れ
る
「
生
産
額
ベ
ー

ス
」、
②
国
産
食
料
の
供
給
に
よ
り

国
民
の
生
命
と
健
康
を
維
持
す
る
と

い
う
食
料
安
保
の
観
点
が
明
確
に
な

る
「
供
給
熱
量
ベ
ー
ス
」
を
そ
れ
ぞ

れ
設
定
。

　

・　

ま
た
、
国
産
飼
料
基
盤
に
立
脚
し

た
畜
産
の
振
興
を
図
る
観
点
か
ら
、

こ
れ
ま
で
同
様
、
飼
料
自
給
率
目
標

を
設
定
す
る
一
方
で
、
国
内
の
畜
産

業
に
よ
る
産
出
状
況
を
適
切
に
評
価

す
る
た
め
、
飼
料
自
給
率
を
反
映
し

な
い
「
産
出
食
料
自
給
率
目
標
」
も

設
定
。

（
２
）
食
料
自
給
力
指
標

　

・　

我
が
国
農
林
水
産
業
の
食
料
の
潜

在
生
産
能
力
を
把
握
す
る
観
点
か
ら
、

我
が
国
の
農
地
、
農
業
者
、
農
業
技

術
等
を
フ
ル
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り

得
ら
れ
る
食
料
の
供
給
熱
量
を
示
す

指
標
と
し
て
、
食
料
自
給
力
指
標
を

提
示
。

　

・　

今
回
は
、
農
業
労
働
力
や
農
業
技

術
も
考
慮
す
る
よ
う
指
標
を
改
良
。

ま
た
、
新
た
に
将
来
に
お
け
る
指
標

に
つ
い
て
も
併
せ
て
提
示
。

３
．
具
体
的
施
策

（
１
）
食
料
の
安
定
供
給
の
確
保
に
関
す

る
施
策

　

・　

新
た
な
価
値
の
創
出
に
よ
る
需
要

の
開
拓

　

・　

グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
戦
略

的
な
開
拓

　

・　

消
費
者
と
食
・
農
と
の
つ
な
が
り

の
深
化

　

・　

国
際
的
な
動
向
等
に
対
応
し
た
食

品
の
安
全
確
保
と
消
費
者
の
信
頼
の

確
保

　

・　

食
料
供
給
の
リ
ス
ク
を
見
据
え
た

総
合
的
な
食
料
安
全
保
障
の
確
立

　

・　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
等
新
た
な
国
際
環
境
へ
の

対
応
、
今
後
の
国
際
交
渉
へ
の
戦
略

的
な
対
応

（
２
）
農
業
の
持
続
的
な
発
展
に
関
す
る

施
策

　

・　

力
強
く
持
続
可
能
な
農
業
構
造
の

実
現
に
向
け
た
担
い
手
の
育
成
・
確

保

　

・　

農
業
現
場
を
支
え
る
多
様
な
人
材

や
主
体
の
活
躍

　

・　

担
い
手
へ
の
農
地
集
積
・
集
約
化

と
農
地
の
確
保

　

・　

農
業
経
営
の
安
定
化
に
向
け
た
取

組
の
推
進

　

・　

農
業
の
成
長
産
業
化
や
国
土
強
靭

化
に
資
す
る
農
業
生
産
基
盤
整
備

　

・　

需
要
構
造
等
の
変
化
に
対
応
し
た

生
産
基
盤
の
強
化
と
流
通
・
加
工
構

造
の
合
理
化

　

・　

コ
ス
ト
削
減
や
高
付
加
価
値
を
実

現
す
る
生
産
・
流
通
現
場
の
技
術
革

新
等

　

・　

農
業
現
場
及
び
農
業
政
策
の
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン

　

・　

気
候
変
動
の
対
応
等
環
境
政
策
の

推
進

（
３
）
農
村
の
振
興
に
関
す
る
施
策

　

・　

地
域
資
源
を
活
用
し
た
所
得
と
雇

用
機
会
の
確
保

　

・　

中
山
間
地
域
等
を
は
じ
め
と
す
る

農
村
に
住
み
続
け
る
た
め
の
条
件
整

備

　

・　

農
村
を
支
え
る
新
た
な
動
き
や
活

力
の
創
出

　

・　
「
三
つ
の
柱
」
を
持
続
的
に
進
め

る
た
め
の
関
係
府
省
で
連
携
し
た
仕

組
み
づ
く
り

（
４
）
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興
と
大
規
模
自
然
災
害
へ
の
対
応
に

関
す
る
施
策

　

・　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・
復

興

　

・　

大
規
模
自
然
災
害
へ
の
備
え

　

・　

大
規
模
自
然
災
害
か
ら
の
復
旧

（
５
）
団
体
に
関
す
る
施
策

　
　

食
料
・
農
業
・
農
村
に
関
す
る
団
体

（
農
業
協
同
組
合
系
統
組
織
、
農
業

委
員
会
系
統
組
織
、
農
業
共
済
団
体
、

土
地
改
良
区
）
に
つ
い
て
、
そ
の
機

能
や
役
割
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に

発
揮
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

４
．
施
策
の
推
進
に
つ
い
て

　

・　

国
民
視
点
・
現
場
主
義
に
立
ち
、

現
場
の
課
題
や
ニ
ー
ズ
等
を
積
極
的

に
把
握
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
態
に

即
し
た
施
策
を
展
開
。

　

・　

合
理
的
根
拠
に
基
づ
く
施
策
の
立

案（
Ｅ
Ｂ
Ｐ
Ｍ
）を
推
進
。ま
た
、様
々

な
関
係
者
と
の
連
携
・
協
働
を
部
局

横
断
的
に
行
う
観
点
か
ら
、
農
林
水

産
省
内
で
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
方
式

を
活
用
し
、
進
捗
管
理
・
施
策
を
具

体
化
。

　

・　

施
策
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
、
関

係
機
関
と
連
携
し
て
浸
透
に
努
め
る
。

ま
た
、
現
場
と
農
政
を
結
ぶ
機
能
の

充
実
や
、
地
方
農
政
局
等
と
地
方
公

共
団
体
と
の
連
携
を
強
化
し
、
県
や

市
町
村
に
お
け
る
本
計
画
を
踏
ま
え

た
施
策
の
実
施
に
努
め
る
。

　

・　

行
政
手
続
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
、
行

政
手
続
を
抜
本
見
直
し
。

　

・　

国
、
地
方
公
共
団
体
、
農
業
者
、

消
費
者
、
事
業
者
、
関
係
団
体
等
の

幅
広
い
関
係
者
が
適
切
な
役
割
分
担

で
連
携
・
推
進
。

　

・　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
も
貢
献
す
る
環
境
に

配
慮
し
た
施
策
を
展
開
。

　

・　

不
断
の
点
検
と
見
直
し
、
目
的
に

応
じ
た
施
策
の
選
択
と
集
中
的
実
施

を
行
う
と
と
も
に
、
様
々
な
観
点
か

ら
コ
ス
ト
縮
減
に
取
り
組
み
、
施
策

を
展
開
。

　

以
上
が
示
さ
れ
た
「
新
た
な
食
料
・
農

業
・
農
村
基
本
計
画　

骨
子
（
案
）」
で

あ
る
が
、
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
、

自
民
党
と
し
て
は
３
月
下
旬
を
め
ど
に
基

本
計
画
案
を
取
り
ま
と
め
、
食
料
・
農
業
・

農
村
政
策
審
議
会　

企
画
部
会
で
は
３
月

中
の
閣
議
決
定
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
　
（
中
央
会　

農
業
対
策
部
）

農
政
広
報
通
信
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働くきっかけは？ 
　母が銀行員だったこともあり、金融機関を中心に就職活動を行っていた中で金庫の存在を知りました。日本の農林
水産業の発展のために存在するという社会的意義に魅力を感じ、他の銀行では味わえないやりがいを感じられるので
はと思い、志望しました。

業務内容を教えて下さい。 
　為替業務と資金業務を担当しています。振込や送金の管理、他行預け金資金の管理が主な仕事です。

働いた感想は？ 
　入庫当初は、事務処理の堅確性の高さに驚きました。一つ一つの業務の意味を考えながら、先輩方のような事務が
できるよう日々努力しています。
　　
仕事をする上で、日頃心がけていることは？ 

　業務の優先順位を明確にし、限られた時間の中で正確に処理を行うことです。　

特技・趣味は？ 
　社会人になってから、先輩方に教えていただいてスノーボードを始めました。今年もいろいろな所に滑りに行って
練習しています。　

あなたが自慢できることは？ 
　何事にも責任をもって取り組み、最後まで諦めないことです！　

将来の夢は？ 
　頼られる・頼りがいのある職員になることです。窓口業務の知識に限らず、幅広い分野の知識を身につけ、日々成
長していきたいです。

農林中央金庫　青森支店
　窓口業務班
　　藤

ふじ

原
わら

雪
ゆき

乃
の

　さん

●プロフィール
2018年４月から勤務　岩手県紫波町出身　24歳

輝き

　むつ市の㈲斗南丘牧場「ミルク工房ボン・
サーブ」で製造・販売する「＋ＰＧプロテ
オグリカンのむヨーグルト」が好評だ。
　店頭価格は１本100㎖で200円（税込）。
女性を中心に定期購入の契約者が増え、毎
週３千本販売する。機能性に加え、甘さと
酸味のバランスがとれた濃厚な味わいが人
気の要因になっている。
　酪農家の後継者として、同社で製造と営業を担う原広平部長（34）は「良
質な生乳づくりが肝心。鮮度を保つため絞りたての生乳はその日のうち
に加工を開始し、乳酸菌そのものの力でできている。大手ではマネでき
ない味」と自信を見せる。
　牧場では乳牛80頭、子牛20頭を飼養する。３年前、牛の飼養や健康管
理、乳製品の製造方法等を細かく数値化し、マニュアル化した。従業員
にも分かりやすく、牛にストレスを与えない環境を整えてあげることで
良質な生乳づくりにつなげている。

　原部長の最終目標は「最強の乳製品を作ること」。それに向け「牛をどう輝かせるか。商品を買ってくれるお客様にお役立ちできるか」
を常に考え、牛にとっての良い環境づくりを模索し続けている。

　問い合わせ先：㈲斗南丘牧場「ミルク工房ボン・サーブ」
　電話：0120（496）369（受付時間10時～17時）。同社ホームページでも注文可。
　記事提供：ＪＡ十和田おいらせ

良質な生乳づくりが肝心　機能性、濃厚な味わいで人気
自慢の
逸品

人気が高まっている「＋ＰＧプロテオグリカンのむヨーグルト」
を手に持つ、原部長
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■ＪＡ青森中央会　　http://www.ja-aomori.or.jp/chuoukai/
　　　イベントの様子､ 歳時記､ 産直・ＪＡ情報などをご覧いただけます。
■ＪＡバンク青森　　http://aomori.jabank.org/
　　　商品・サービスのご案内のほか、マネーシュミレーションや全国のＪＡバンクへのリンク等をご覧いただけます。
■ＪＡ全農あおもり　http://www.am.zennoh.or.jp/
　　　生産量日本一のりんご・にんにく・ごぼうをはじめとした農畜産物情報や活動状況、中古農機情報を紹介しております。
■ＪＡ共済連青森　　http://www.jakyosai-aomori.jp
　　　ＪＡ共済のご案内のほか、地域貢献活動の取組みを紹介しております。

ホームページアドレス

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の

状
況
が
あ
ま
り
に
も
急
速
に
変
わ

り
パ
ニ
ッ
ク
的
に
な
っ
て
い
る
。

２
月
25
日
時
点
で
の
日
本
で
の
感

染
者
は
８
３
７
人
（
う
ち
、
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
だ
け
で
６
９
１
人
）
と
、

韓
国
に
続
き
世
界
第
３
位
の
感
染
者
数
と
な
っ
て
い

る
。
韓
国
で
は
、ス
ー
パ
ー
の
棚
か
ら
商
品
が
消
え
、

放
射
線
に
脅
え
る
世
界
に
変
わ
っ
た
東
日
本
大
震
災

後
を
見
て
い
る
よ
う
な
錯
覚
さ
え
覚
え
る
。

　

中
国
や
韓
国
を
含
む
東
南
ア
ジ
ア
と
の
間
を
結
ぶ

航
空
便
も
大
幅
に
減
少
し
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
と
も
て

は
や
さ
れ
た
外
国
人
旅
行
者
が
来
日
せ
ず
、ホ
テ
ル
・

バ
ス
会
社
・
小
売
業
の
売
り
上
げ
は
激
減
。

　

Ｊ
Ａ
関
係
で
は
、
東
京
や
仙
台
等
で
行
わ
れ
る
予

定
だ
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
・
会
議
・
研
修
会
が
軒
並

み
延
期
ま
た
は
中
止
と
な
っ
た
。

　

感
染
の
終
息
が
見
え
ず
、
ど
こ
ま
で
長
引
く
の
か

わ
か
ら
な
い
が
、感
染
症
対
策
の
「
手
洗
い
」
や
「
マ

ス
ク
の
着
用
を
含
む
咳
対
応
」
だ
け
は
最
低
限
続
け

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
方
、２
０
１
９
年
産
の
県
産
米
「
ま
っ
し
ぐ
ら
」

が
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
で
初
め
て
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し

た
と
の
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が
飛
び
込
ん
で
き
た
。

同
じ
「
特
Ａ
」
の
「
青
天
の
霹
靂
」
同
様
、
県
産
米

の
認
知
度
向
上
に
繋
が
っ
て
ほ
し
い
。（
公
）

　

動
物
が
大
好
き
な
宮
崎
県
出
身
の
松
橋
久
美

子
さ
ん
（
48
）。
夫
と
義
父
母
の
４
人
で
水
稲

６
５
０
ａ
、
黒
毛
和
牛
20
頭
の
繁
殖
に
取
り
組
む

複
合
農
家
だ
。

　

北
海
道
の
大
学
で
畜
産
を
学
び
、
そ
こ
で
出

会
っ
た
つ
が
る
市
出
身
の
夫
と
結
婚
。
22
年
前
、

青
森
で
の
暮
ら
し
を
始
め
た
。「
生
活
し
て
驚
い

た
こ
と
は
言
葉
。
最
初
は
津
軽
弁
が
分
か
ら
な
く

て
苦
労
し
た
」
と
笑
顔
で
当
時
を
振
り
返
る
。

　

松
橋
さ
ん
の
仕
事
は
牛
の
エ
サ
や
り
や
子
牛
の

健
康
状
態
の
チ
ェ
ッ
ク
、
出
荷
前
の
ブ
ラ
ッ
シ
ン

グ
。「
牛
も
人
間
と
同
じ
で
そ
の
日
そ
の
日
で
体

調
が
違
う
。毎
日
一
頭
一
頭
に
声
を
掛
け
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
る
」
と
牛
た
ち

の
健
康
を
守
り
な
が
ら
、
愛
情
を
た
っ
ぷ
り
注
ぎ

育
て
て
い
る
。

　

Ｊ
Ａ
の
女
性
部
に
加
入
し
た
の
は
４
年
前
。
今

年
度
か
ら
女
性
部
の
本
部
長
を
務
め
て
い
る
。「
女

性
な
ら
で
は
の
発
想
や
感
性
を
活
か
し
て
、
地
域

や
Ｊ
Ａ
を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
活

動
へ
の
意
欲
を
話
す
。

　

現
在
、
牛
た
ち
の
他
に
犬
２
匹
、
猫
１
匹
、
う

さ
ぎ
１
匹
、
ポ
ニ
ー
１
頭
の
動
物
に
囲
ま
れ
て
生

活
し
て
い
る
松
橋
さ
ん
。「
家
族
や
牛
た
ち
、
動

物
た
ち
だ
け
で
な
く
、
自
分
に
関
わ
る
み
ん
な
の

お
母
さ
ん
に
な
れ
た
ら
嬉
し
い
」
と
真
っ
直
ぐ
な

想
い
を
語
っ
た
。

（
日
本
農
業
新
聞
・
青
森
県
版
2
月
13
日
掲
載
）

所属するつがる市営車力屏風山牧野で

み り ょ く 発 信

 家族や動物、地域の母に
つがる市

松橋　久美子さん

風見鶏（かざみどり）
※「新型コロナウイルス」が本県
に入らないよう魔除けの意味
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青森から３つの「美味い！！」

つがるロマン
T SUGARU  ROMAN

青 天 の 霹 靂
S E I T EN  NO  H EK I R EK I

まっしぐら
MAS SH I GURA

詳しい旅行条件を説明した書面をお渡しいたしますので、事前にご確認の上、お申込ください。

後援：青森県ＪＡ旅行事業協議会 旅行企画・実施
お問い合わせ・
お申込み

青森支店株式
会社

TEL 017－729－8800

〒030-0847　青森市東大野二丁目1－15
総合旅行業務取扱管理者：伊藤　　亨・田川ますみ

FAX 017－729－8803

（一社）日本旅行業協会正会員  観光庁長官登録旅行業第939号

一般社団法人日本旅行業協会（JATA）の正会員です。
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　発行人／小山　主税

●
令
和
元
年
度　

Ｊ
Ａ
共
済
全
国
小
・
中
学
生
書
道
・
交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

■
Ｊ
Ａ
共
済
連
会
長
賞
・
佳
作

　

南
部
町
立
福
地
中
学
校　

２
年

　
　
　
　
　
　

横　

野　

彩　

音

■
Ｊ
Ａ
共
済
連
会
長
賞
・
佳
作

　

む
つ
市
立
関
根
小
学
校　

３
年

　
　
　
　
　
　

本　

木　

柚　

羽

■
Ｊ
Ａ
共
済
連
会
長
賞
・
銅
賞

　

黒
石
市
立
黒
石
小
学
校　

２
年　

葛　

西　
　
　

龍

■
家
の
光
協
会
会
長
賞
：

　
　
　
　
　
　
　

ち
ゃ
ぐ
り
ん
賞

　

青
森
市
立
浪
打
小
学
校　

４
年

　
　
　
　
　
　

奈　

良　

ひ
よ
り

■
Ｊ
Ａ
共
済
連
会
長
賞
・
金
賞

　

黒
石
市
立
黒
石
小
学
校　

５
年

　
　
　
　
　
　

酒　

井　

埜　

愛

■
Ｊ
Ａ
共
済
連
会
長
賞
・
銅
賞

　

弘
前
大
学
教
育
学
部

　
　
　
　
　

附
属
中
学
校　

３
年

　
　
　
　
　
　

須　

藤　

大　

翔


